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橋

誠

1

郞

著

<

5

^
三
.〇
頁 

價
八
圓
四o

錢 

送

料

四

五

錢

'■高
橋
敎
授
の
王
：城
山
莊
は
稀
觏
の
.經
濟
箐
の
富
を
以
V

M
に
著
名
で
ぁ
る
。
.
大
英
博
物
館
或
は
.牛
：津 

大
學
ボ
ッ
ド
リ
'ィ
文
庫
に
於
て
す
ら
ー
本
を
藏
す
る：

の
み
に
し
て
最
稀
と
記
さ
れ
あ
る
も
の
が
、
事 

本
な
.げ
に
敎
授
の
机
上
に
置
か
る
-
5を
見
る
，も
稀
と
し
な
：い
の
で
ぁ
る
。
西
曆
ー
五
八
一
年
版
の
一 

廣
名
人
著T

種
ふ
な
る
人
々
.の
有
す
.る
目
.下
の
不
于
の
簡
略
な
を
檢
.时J;.

ょ
り
一
八
四
八
年
版
ジ
ョ
. 

ン
‘
ヅ
レ
ィ
著「

貨
幣
の
本
質
及
效
用
に
關
す
る
n

f

に
.至
：る
三
十
：五
篇
、
年
代
は
三
百
五
十
年 

間
に
苴
!)
,
、
收
鞞
せ
^

れ
た
る
も
の
は
概
ね
天
下
の
：孤
本
に
乙
て
而
も
悉
く
こ
れ
經
濟
學
史
上
重
要 

:な
0.
.
1基
石
た
り
或
は
興
味
少
し
と
.せ
ざ
る
陴
題
を
提
出
す
6
學
界
の
珠
玉
で
ぁ
6
。
之
等
初
期
國 

，民
經
濟
晚
代
ょ
り
、
講
壇
社
會
主
義
或
は
歷
此
學
派
の
先
驅
的
著
作
にM

る
古
書
群
は
、
玆
に
敎
授 

パ
の
周
到
稠
密
な
る
1

題
を
施
さ
れ
て
g

s

現
|

.

皇
國
獨
自
の
，經
濟
學
業
の
樹
立
せ
ら
れ 

ん
と
し
つ
.
-
4ぁ
る
今
日
、
匮
も
有
カ
な
る
參
考
資
料
た
る
を
信
中
る
も
の
で
あ
る
。

雜

誌

第

三

十

八

卷

第

五

•六合
併
號

地

代

.思

想

史
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觀
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郞
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我
•か
國
に
於
い
て「

地
代』

と
稱
弋
ら

f

も
の
は
、
多
く
ば
土
地
の
賃
貸
借
料
' ^

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が「

又
、
往
々
に
し
て 

-±
地
の
资
贸
價
格
を
指
す
場
合
も
な
ふ
と
し
な
い
。
然
る
に
、
西
洋
經
濟
學
輸
入
似
後
、'
此
の
邦
語
を
以
つ
て
譯
字
と
す
る
に
至
つ
た 

r
e

n

^

し
く
は
之
れ
に
類
す
る
歐
洲
語
は
、
へ
儿
とr

e
d

i
i

な
る
羅
典
語
に
發
ず
る
，も
の
で
あ
つ
て
、
唯
り
土
地
の
み
な
ら
ず
、
警

 

ゆ
る
泉
源
ょ
b

取
得
せ
ら
る
1
あ
ら
ゆ
る
所
得
若
し
く
は
收
入
を
意
味
す
る
も
の
‘で
あ
り
、
定
期
金
若
し
く
.は
連
續
的
支
拂
を
肷
受
す 

る
の
權
利
を
.指
す
も
の
で
あ
•る
。
第
十
二
世
紀
の
怫
蘭
西
古
語
に
は
*

還
付
及
び
、鹿
出
を
意
味
す
-るa

r
e
d
d
i
t
a

か
ら
轉
1

し
た
俗
刖
羅 

典
語
3
1
1&1̂

か
ら
出
^

T
g
t
e

な
る
言
葉
が
存
し
て
，居
つ
れ
。
此
の
請
は
同
世
紀
の
英
^

に
於
い
て
は
所
得
若
し
く
は
收
入
の1 

皋

源

若

し

く

は

須

目

の

意

味

に

使

用

せ

ら

れ

て

ゐ

る

〜

第

十

四

世

紀

の

英

國

詩

人

.
チ

ョ

ー

サ

ァ

^

c
b

a
u

c
e

r
)

は
或
る
一

紀
 

^

淑
ょ
办
の
收
入
を
意
味
す
多
語
と
^

て
之
れ
-を
使
用
し
て
ゐ
ケ
。(、 (
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ぬ，
此
の
語
は
又
、
往
昔
は
，永
續
的
贷
金
に
對
し
て
支
柳
は
る 

i
利
子
に
も
適
用
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
•
何
時
し
か
斯
く
の
如
き
意
味
の
使
用
休
み
、
瞪
か
に
、'ッ
ル
ー
リ
ィ•

レ
ー
ン
及
び
ヵ
ヴ
" 

ン
ト
*
ガ
ー
デ
ン
等
の
，劇
場
が
燒
失
し
て
後
、，
其
の
稗
建
の
爲
め
に
義
捐
し
、
之
れ
に
代
へ
て
入
場
權
を
收
受
し
た
る
啻
及
び
其
の
讓 

渡
を
受
け
た
る
者
がrent§

r

と
稱
せ
ら
る
、
の
事
實
に
據
つ
て
其
の
舊
時
の
用
決
を
傯
ぶ
こ
と
が
出
來
る
の
み
と
爲
つ
た
。
而
も
、

-
.
.
' 

■ 

■
■ 

V 
■ 

, 

.
、

■ 

- 

. 

. 

* 

* 
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.

.歐
洲
大
陸
に
於
い
て
：は
';
此
の
語
.搞

猶

ほ

侬

然

と

：
じ

て

這

般

の

.章

味

に

锻

用

戈

^
れ
1

^

^に
：於

ぃ

.^
铽
、.
公
债
及
び
'
^

g

利
子
は 

r
e
n
t
e

と
稱
せ
ら
れ
-

乂
、
公
侦
所
有
漭
は
h
gEt
.

q
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
0.
獨
逸
語
に
於
い
て
も
亦
、

I
R
e
n
t
e

は
货
幣
及
び
土
地
肘
座 

よ
り
の
所
得
と
解
せ
ら
れ
て
.
.ゐ
る
o
' 

.

.
'

.

.

此
の
語
は
法
雜
し
に
於
い
て
は
、1
般
的
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
‘財
席
の
占
有
及
び
使
用
に
對
し
て
定
期
的
に
支
拂
は
れ
芯
し
く 

は
ー
時
期
’
に
關
し
て
宠
め
ら
れ
た
報
惯
又
は
收
益
を
意
味
し
、
又
、
輿
門
的
に
は
、
土
地
又
は
逑
物
の
ト
M
有
及
び
使
用
に
對
し
て
记
期 

.
的
‘
1

.狒
は
れ
若
し
ぐ
は
保
有
の
ゼ
時
期
に
關
し
て
定
め
ら
^ ;
ぺ
而
し
て
貨
幣
？
產
物
义
^

#
の
有
臌
財
產
若
-'
1
/ぐ
は
.勞
饊
を
以
つ
て 

挪

：は

れ

得

る

貸

她

權

A

よ
.つ
て
特
洚
せ
1

れ
忆
- »
定

的

^

^

又

ば

收

故

を

意

味

す

る

:9
;

而
し
て
'
:經
濟
學
土
に
於
ぃ
て
も
亦
、
此
の 

語
は
久
し
く
土
地
の
使
用
、
殊
に
農
地
の
使
用
に
對
す
る
支
拂
と
關
聯
せ
し
め
ら
れ
て
來
f:
。
期
く
の
如
き
は
八
一
般
的
意
咪
か
ら
實 

際
に
使
用
せ
ら
6

\
こ
と
最
名
多
き
特
殊
の
用
語
に
移
行
せ
る
に
取
：く
も
の
で
あ
る
。
 

•、

斯
く
地
代
な
る
語
の
/|
1
法
が
土
地
よ
り
也
ず
る
特
姊
の
意
味
に
移
行
せ
る
-^
拘
ら
す
、
之
れ
よ
り
も
1[
1
ら
に
.
1般
的
な
る
意
味
が
猶 

ほ
殘
#

し
つ
'\
の
琪
實
は
疑
ひ
も
な
く
金
概
念
の
混
亂
を
導
く
に
與
つ
て
カ
が
な
け
れ
.ば
な
ら
な
か
つ
た
。
觅
世
經
濟
擧
に
於
い
て 

は
、
纏
が
て「

經
濟
地
代」

と
も
稱
せ
ら
る
可
き
意
味
を
坐
じ
、
之
れ
を
狹
義
に
解
し
、
土
地
の
上
に
、

f

 く
は
土
地
の
中
に
役
人
せ 

ら
れ
た
る
あ
ら
ゆ
，る
資
本
よ
り
生
中
る
も
の
か
ら
離
れ
て
、
取
に
土
地
の
み
に
對
す
6
亥
拂
'と
し
て
野
做
さ
れ
#
可
き
諸
般
の
士
他
に

恐

對
す
A
定
期
的
支
拂
の
部
分
の
み
を
意
味
す
る
に
至
つ
た
。
然
ス
に
、
其
の
後
に
至
り
、
多
數
の
經
濟
學
者
は
地
代
概
念
を
擴
張
し
、

.菇

を

以

つ

て

土

地

に

對

す

る

淀

期

的

支

拂

以

上

の

も

の

を

網

羅

し

、

之

れ

を「

差

益

し

の

意

味

に

解

せ

ん

と

す

る

に

至

つ

れ

。

彼

れ

^

を 

し

て

遺

般

の

方

向

にs

ま

し

め

た

る

所

以

の

も

の

は

、

土

地

以

外

の

賭

物

に

對

す

る

一

定

の

定

瓶

が

土

地

に

對

す

る

茭

拂

と

全

然

同

様 

に

決

定

せ

、b
る

V

が

故

に

、

若

し

地

代

に

關

す

る

獨

特

の

法

則

が

承

認

せ

ら

る

可

き

で

冼

る

な

ら

ば

、

萣

れ

等

の

毛

の

は

論

现

上

當

然 

包

含

せ

ら

れ

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

と

宵

ふ

に

存

す

る

。

而

X

て

、

或

る

學

#

は

又

、

之

れ

に

一

定

の

制

限

を

加

へ

、

單

に

之

れ

を

、

仃

意 

に

咐

加

甘

ら

る

、
こ
•と

能

は

ざ

る

自

然

的

差

益

の

み

に

對

す

る

圮

期

的

支

拂

と

解

せ

ん

と

す

る

。
木

幸

に

し

て

取

に

經

濟

學

の

脆

阀

に 

於
，い

て

も

猶

ほ

未

だ

売

金

な

る

一

致

は

取

得

せ

ら

れ

ざ

る

の

狀

態

に

存

す

る

。

從

つ

て

斯

學

ト

：
に

於

り

る

地

代

の

決

记

的

记

義

は

棍

吧 

甘

ら

：る
.る

こ

と

を

得

な

い

.

.0
_ 

. 

- 

.

.

.
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■ 

:

、
 

U

最
初
の
地
代
は「

勞
働
地
代」

で
あ
っ
'/
;

。
肩
め
希
職
及
び
小
甜
細
逝
，の
海
痒
に
建
設
せ
ら
れ
た
都
市
的
國
家
に
於
い
て
は
-
土
地 

は
先
仂
民
を
祉
服
し
て
其
の
她
に
矩
住
す
る
に
茧
つ
'
,た
移
住
民
と
看
做
さ
る
可
き
少
數
の
貴
族
的
家
族
の
手
中
に
存
し
て
居
つ
た
。
娃 

れ
等
货
族
的
家
族
は
其
の
所
有
地
上
に
勞
作
f

定
住
せ
し
め
て
、
之
れ
を
徘
作
せ
し
め
*

之
，れ

に

對

し

て

共

の

收

益

の

1

部
分
を
與 

へ
、
而
し
て
彼
れ
等
が
其
の
土
地
を
去
る
こ
と
を
称I

じ
た
9

東
部
希
腿
に
此
し
西
部
に
於
い
て
は
猿
族
的
共
同
體
の
消
滅
が
念
速
で
は 

な
か
つ
た
。
ド
リ
ス
段
族
の
植
民
地
は
農
業
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
通
商
航
涧
の
促
を
缺
い
て
居
つ
た
が
爲
め
に
、
拟
始 

的
家
族
經
濟
.の
崩
壞
:'
'
麻
富
獲
徵
欲
(?
)
發
達
ヒ
由
ひ
：.て
負
1-
の
廳
隔
を
逛
’

る
：に
逢
0
れ

時

、
本

平

不

滿

の

插

^

と

を

得

な

い

で

、

土

地

の

新

分

配

を

耍

求

し

^

。
‘是

れ

が

即

ち

ス

バ

ル

テ

ー

人

が

漸

次

べ

P 

•
ホ

ン

ネ

I

ソ

ス

半

島

を

蠶

食

す

る

に

至

つ 

允

中

因

で

あ

る

。

被

征

服

諧

/:
る

メ

ッ

セ

ー

一
一
ァ
ー
人
は
へ
ィ
.ロ
.丨

テ

ー

K

の

境

涯

に

、陷

つ

た

。

チ

ュ

ル

タ

H
,

オ

ス

の

歌

つ

た

が

如
 

地

代

風

想

•
史

槪

戳
 

, 

0 

(

ニ
九
七
：T,
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(D
.地
主
は「

重
荷
を
赏
は
さ
れ
た
驢
馬
.の
如
く
に
、
共
の
土
地
の
全
收
益
の一

半
を
彼
れ
等
の
ホ
人
に
敌
す
こ 

と
，を

强

制

せ

％

れ

た

」

。

征
'服
紫
は
新
た
な
る
、地
區
の
分
配
を
行
つ
た
。
爾
後
、
あ
ら
ゆ
る
ス
パ
、、ル
テ
ー
市
思
は
大
地
主
•
大
隸
找g

 

府
^

と
爲
つ
た
。

■ 

■ 

'

.

勞
働
地
代
は
漸
次
坐
產
物
地
代
.を
經
て
貨
幡
地
代
へ
と
移
行
す
る
。
，史
初
C
於
い
て
"
ア
テ
ナ
ィ
の
土
地
の
大
部
分
は
.

H.

ゥ
•ハ
ト
リ 

:
:^
ィ
な
.る
特
權
階
級
の
領
有
す
る
所
で
あ
つ
た
。
足
れ
等
の
領
主
が
耕
作
，の
住
に
當
つ
て
席
つ
た
小
農
民
即
ち
べ
ラ
タ
エ
.
t
翁
し
く
は 

ェ
ク
チ
.モ
レ
オH

.
1

か
ら
勒
取
す
る
納
付
は
頗
6'
贺
重
で
あ
つ
て
、
<土
收
益
0
另
分
办
其
に
達
す
る
場
合
す
：ら
存
1>
セ
？
是
れ
等
の
小 

農
^
は
自
山
'-
:
0
で̂
，说
^
っ
^
^;
.
:而
も
-»
市
民
と
し
^

つ
た

。

凶
作
と
木
_

'©
戰
狹
狀
態
条
幣
及
び
市
雲
濟
の
潑
生
に
_
つ
、.て
嚴
じ
.た
偾
き
を
履
行
わ
.ぎ」

と
を
得
ざ
る
に
茧
つ
た 

及
び
家
族
は
奴
.
#の

境

：
涯

に

，
沈

ま

太

け

れ

ば

な

.
.̂
な

か
Q

^
.o
--
y
,ri
'

,
遇
に
陷
る
こ
と
を
防
柢
し
、；；土
地
; *
入
に
於
け
各
务
限
度
を
免
淀
し
、：

恐
ふ
べ
ば
又
土
地
臺
帳
を
劍
設
し
で
ァ
ッ
チ
力
に
於
け
6
隸 

民
制
度
を
'賊
止
；し
、'
而
も
て
之
.れ
を
獅
立
暴
：俱
'«
階
級
に
移
も
.：し
む
，ふ
の 

貴
族
の 

、
特
描
は愈

*?

益

々

縮

少

せ

ふ

れ

：た

。
：：貴

族

：の

騎

士

隊

に

比

.し

て

：却-
て
優
秀
な
>
0
.重
刚
媒
の
密
集
隊
を
形
成
せ
'6
農
民
は
西
紀
前
第
五 

世
紀
を
通
じ
て
貨
幣
及
び
市
場
經
濟
0
售
達
と
相
俟
つ
^
其
の
地
位
ゼ
進
め
1:
0 

;ア
.ペ
チ
力
に
於
け
る
集
約
的
農
業
は
葡
萄
園
，
册
樹 

間
及
び
菜
園
に
於
が
て
其
.の
發
達
%
見
た
。
浠
_
の
_

家
：は
,
に
.珙

樹

栽

培

'家

で

あ

ヴ

た

0 -
.

 ̂

地
所
に
植
ぇ
附
け
て
其
の
.潰
値
を
增
加
せ
.し
め
.；る
，が

爲

.&
に
甘
ん
(;
:

^
即
時
の
ー
收
益
を
犧
脞
ね
ら
し
：め
や
ぅ
と
し
た
0
.地
 ̂

有

利

な

る

諸

戰

の

栽

賴

，に

其

の

±
地
を
供
用
し
，て
大
な
荅
利
，潤
を
擧
げ
.ょ
，ぅ
と
:0
^
の
で
^
る
が
、
.而
も
、
.'之
れ
に
は
大
な
る
危
險
が 

伴
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
大
地
主
は
不
安
な
く
其
0'
方
法
を
新
式
な
ら
し
め
て
、
確
實
に
多
大
な
る
利
益
务
取
得
す
る
こ
と
が

t v v i ご ■ん : へ て • 

參 へ ， ， '  .

於 ” リ ン '■1 ■ メ

H
.來
^

p
、
小
也
咬
段
は
多
難
な
る
歲
月
を
忍
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
幸
に
.し
て
之
れ
に
^

へ
る
こ
と
の
出
來
た
小
農
贝
U
其
の. 

.汰
態
を
改
善
す
岑
を
#
れ
で
^

^
ぅ

が

、

然

ら

ざ

，
る

者

は

、
楚

れ

に

由

.
つ
て
其
の
沈
淪
を
ハ
广

つ
た
。
耕
作
の
；可
動
性
は
へ
l

r
の
可
動
性
を
土
舭
じ
规
へ
/で
.、
；：浮
*
'»
本
の
ヤ
種
に
地
產
を
變
ぜ
し
む
.る
.に
資
し
V 

'大
所
有
地
0'
權
成
\

を
！

分

。
s

f

 

^
ぜ

笫

斤

七

卷

第

爱

所

載

|
^
^

三
四
丄
1
1七
贺)

。
.
'
.
.
 ̂

.0.

ぐ
.

■;
.
.
.
,
:■

•
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*

 

.

三
.
 

，

. 

'少

.

ン
、
：

4

 

'''
.

へ
.
？
', '
.

羅
捣
に

於
い
て
も
，
：.吾
人
は
略
々
陳
橼
.の

發

達

を

，認

め

る

，
3と
が
|1
5
來
る
0 

.羅
馬
.の
政
權
は
初
め
は
#
ら
貴
掛：

(patricii).

に
腸
し

て
"

I

彼
れ
等
は
S

の
被
護
民
I

 

I

へ
'
 

I

 

f

p讀

息

契

な

る

部

分

を

毫

し

、
汽

..公
有
地 

(ager p
&
l
i
i
)
.

の
著
大
な
各
割
合
.を
占
有
し
た
。
' 

被
譏
民
は
法
律
上

.：全
：然

保
_

者
(？

313:011113)

の
權
內
に
存
す
る
も
の
.で
' あ
つ
. 

て
、
彼
れ
等
は
共
の
勞
作
し
つ
\
あ
る
土
地
を
所
衔
す
る
こ
と
が
な
’い
の
'み
な
ら
す
、
共
の
使
刖
し
つ
\
あ
る
家
其
及
び
道
典
を
す
ら 

所
有
す
る
こ
と
な
.く
、共
の
蒂
財
，即
ちpeculiu

日
す
ら
彼
れ
等
か
ら
奪
は
れ
る
處
れ
の
あ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
氏
族
共
同
體
の
土
地
北
ハ 

有
が
終
減
せ
る
時
に
於
い
て
も
、
彼
れ
等
の
隸
B
は
減
少
す
•る
こ
と
な
く
、、
共
の
權
利
は
不
安
宠
で
あ
つ
て
、
彼
れ
铧
は
地
代
を
支
，柳 

ひ
つ
、
あ
る
侃
苻
漭
と
し
て
淺
#
し
た
。
貴
族
の
集
團
に
錫
せ
ざ
る
混
成
的
の
要
素
か
ら
诚
る
政
權
を
有
す
る
こ
と
の
な
い
獨
立
の
岛 

11
1
兄
た
灸
个
风
c
pJr
b

o
は
羅
馱
市
の
膨
脹
に
連
れ
て
次
第
じ
典
の
數
を
壻
加
し
た
。
斯
く
て
金
體
に
比
し
て
極
め
て
少
數
と
爲
つ
た 

货
族
は
、
彼
れ
缂
が
獨
A
し
來
つ
•た
政
權
凇
澍
す
る
平
民
の
俊
入
を
忍
ぶ
も
尙
ほ
軍
務
の
负
擔
を
平
贝
と
分
つ
こ
と
を
欲
す
る
に
至
つ 

れ
。
羅
馬
の
站
六
王
セ
ル
ヴ
ィ
ゥ
ス
®
ッ
リ
ゥ
ス
の
名
に
ょ
つ
て
知
も
れ
て
ゐ
る
改
萆
に
ょ
.つ
て
血
銃
^
栽
礎
と
せ
る
政
權
は
财
廣
を 

站
礎
，と
す
る
も
の
と
な
つ
^
。
能
く
常
を
蓄
1
し
得
た
平
圾
の
1
部
は
、
氏
族
の
筲
長
と
平
等
に
甯
カ
政
治
に
參
加
す
る
こ
と
が
出
來 
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代

思

^

也

慨

榔
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た
が
、
而
も
、
多
數
は
^
慘
ぶ
る
經
濟
狀
態
に
置
か
れ
た
パ
孩
れ
等
の
有
す
る
土
地
は
狹
小
で
あ
り
、
其
の
收
益
は
遞
減
し
つ
、
あ
つ 

.:
:
;/
典

.-«
'

や
；土
：祂
-0
)
配
吩
を
康
1
衝
小
農
韻
权
谋
'0
;

納
税
の
義
務
^
補
.じ
”
英
役
.に
服
す
る
が
爲
.め
^

 ̂

: 

次
绡
に
苛
酷
な
る
侦
權
法
の
犠
牲
と
爲
ら
な
け
れ
ば
な
，ら
な
か
つ
た
o
王
權
の
崩
壞
•
貴
族
國
家
の
設
.立
：̂-
共
(:
'
.、：

貴
族
團
體
は
直
ち
. 

じ
ル
の
勝
利
の
結
艰
を
收
め
ょ
ぅ
と
し
て
、
公
有
地
の
大
部
分
を
收
用
し
た
.0
平
风
に
.對
^;
る
土
袖
の
割
當
は
：业
ん
だ
0:
.
.
小

農

民

の

不
 

平
は
農
地
分
配
の
要
求
と
爲
つ
て
現
れ
た
。
富
裕
な
る
貴
族
ス
ブ
リ
ウ
ス
0
ヵ
シ
ウ
ス
は
、
將
來
を
慮
つ
て
、
'へ
ル
-'
 ̂

T

か
ら
咨 

取
し
た
公
有
地
の
一

半
を
窮
圾
に
分
配
し
*
他
の
一
半
を
概
定
的
地
代
の
突
拂
に
對
し
で
貸
じ
出
す
可
ぎ
旨
ゼ
痛
論
し
知
の
で
あ
る
：

が
、
而
も
、
彼
れは

：： K

れ

に

山

つ

て

，死

を

購

つ

た

に

過

ぎ

な

：か
；
つ

れ

。
：
：：紀

1

1
四

百

：八

十

五
^

*,
. 

「

：
や
/1
:
少
_

^ '
:
地

法
^

は
^ ;
出

せ

ち̂

^
 

1
前̂

第
^
他

紀

に

於

い

て
'平
：民

は

顚

著

な

：る

政

治

的

及

び

經

齋

的

進

出

^,
行

ひ

、n

i

w

; 

一
ハ
十
七^
、
獲
以
宵
リ
キ
ニ
ウ
ス
及
び
セ
ク
ス
チ
ウ
-ス

の

法

裝

ば

長

：
い

奶

窜

敗

論

爭

の

樣

に

紙

用

せ

^-
:
'れ
|:
:
0此
0 ;
ゾ
：
キ-
ウ
ス
*.
^
^ ̂

ク
ス
チ
ウ
ス
法(

L
e
g
e
s

 

L
iciniaa

 

s
e
x
t
i
a
e
)

の
一
は
、
五
宵
ジ
-:
ザ
デ
；以
上
0.
公
#

地
を
^

有
す
る
こ
^:
;
を
_

じ
-、
又
、
公
有
也
.
1:
こ 

大
«

挤
均
'|
>
'
-牛
，1
¥
頭
;'
^

^
家
畜
即
^ ;
毕
；五
亩
.頭

以
-1
:
を
放
收
す
各
> 

,
5
'

と
.

禁̂
じ
^

.0
マ
'ル
ク
ス
«

マ
ン
ゥ
»>
:
;ス
、•
か
ピ
.卜
リ
ウ
ス
は
- 

農
地
法
を
以
つ
て
滿
足
せ
ず
、
侦
務
法
が
他
の
何
物
ょ
り
ぢ
貧
し
含
甲
民
に
大
な
る
菩
惱
を
與
へ
ネ
霄
だ
に
貧
困
土
恥
辱
と
を
强
ふ
る 

の
み
な
ら
す
、
则
架
と
鍅
鎖
と
を
以
つ
て
人
格
の
自
]1
|
を
脅
す
も
の
：で
.あ
レ
こ
-
0
.を
* :
取
し
、
.金
信
用
:0
制

度

を

覆

さ

，
ブ

と

し

た

と

傅 

■•
■'
.八
：
ら

れ

ぽ

ゐ

凫

(

_

■

":
2

卜
沘̂

福

が

ヤ

ぃ

酋

紀

前

コ

衰

四

屮

ゴ

‘

、
.議
民
官
ル
午
.ウ
：.ス
；

•

ゲ
：.

x

丨
キ
ウ
.ス
呔
:'
:現
存
貸
#

1:
對

.
1

: 

す
る
利
率
を
五
分
に
輕
減
し
、
而
し
て
、
小
農
风
を
救
濟
す
る
が
爲
め
.に

將

來

に

翁

い

て

は

：利

子

を

徵

^

て

貨

幣

を

貸

し

付
<

る
：を

以-
‘ 

'，
つ

て

不

法

な

り

~と
宜
言
せ
る
法
案
を
人
风
の
決
議
に
付
し
た
。(ibid., 

M
l
i
o
o
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三
田
舉
#

雜
誌』

奶
ニ
十
八
翁
第
五
號
所
載
T

V
キ

盖

承K

 
法
前
後』

ヘ
參
照 

い，
:
,
,
,
,
. 

- 

:
:
'
、
' 

h. 
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■

m m

-.
:
'
;
-
廣
も
夂
：rf
戰
役
衡
に
於
れ
.*
1
:、
：同
-文
激
影
響
は
免
歡
に
羅
爲
：に
於
い
^
^

廢
槳
せ
ら
れ
仁
。
赀
族
階
級
は
•占
有
，(o

c
c
u
p
a
t
i
o
)

に
山
つ
て
永
代
使
用
に
致
さ
れ
た
未
耕
作
の
公
苻
地
の
上
に
、
又
麗
々
：戰
淨
に
|1
1 

0
て
蹂
躪
せ
ら
れ
た
低
廉
な
苓
私
布
地
の
上
に
大
農
場
を
建
麸
し
#
が
¥
。
猶
れ
等
は
是
れ
等
の
も
の
令
ヵ
'^
タ
'ダ 

虫
義
的
方：

法
に
'於
：

i

-1
:
刺

潤

令

目

的

と

し

で

：經

營

¥

:
»'
ぐ

て

又’ノ

彼

れ

等

：が

戰

場

に

.於
い
.て
分
柿
れ
る
貨 

.隸
ど
を
雜
用
す
る
?
士
が
出
來
た
0
;
_作
^
農
玲
ば
、/
屬
領
^

ら
輸
人
ぜ
\^
れ
る
低
掘
な
る
穀
物
の
攀
に
由
タ
て
？ 

.地

.賈
收
に
山
つ
.て
'次
：第
^
消
滅
し
扣
。：：

(

自
跖
揭
：$
:數
は
％
太
利
.埤 

作
に
#,
祺
す
る
跄
邦
糜
の
奴
隸
の
數
は
著
し
く
增
加
し
ね
:0
.植
揭
泌
び
ぶ
ダ
.：.ラ
：マ
^

勢
を
阢
ル
す
る
こ
と
が
出
來
仁
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
成
法
化
せ
ら
れ
れ
新
ー
た
な
る
小
農
民
地
の
不
可
讓
並
び
に
更
新
せ
ら
れ
た
公
有
地 

の
私
的
バ
衔
た
對
す
る
制
限
は
幾
許
も
な
く
無
效
に
歸
し
た
ャ
西
紀
前
+百
十
九
年
若
し
べ
は
百
十
八
年x

或

.ひ

は

百

十
.

一
$

:

の
農
地
- 

法 

9
豸

T
h
o
r
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a
g
r
a
r
i
a
)

は
家
畓
の
所
有
者
に
ょ
つ
.て
公
有
'地
.に

放

牧

也

ら

务

：乂

年

0

各
頭
に
對
し
^

 

即
ち 

s
c
r
i
p
t
u
r
a

を
禁
腿
し
、
以
前
に
は
土
地
保
有
^

に
ょ
つ
.
て
友
拂
は
-
.る

可

き

も

の

.
で

あ

0

.
卞
總
べ
.
て
の
納
付
を
駿
止
し
、
' 

而
し
て
‘
此
の
. 

寺
迄
事
衩
上
の
r1
!

有
で
あ
つ
た
所
の
も
の
を
法
律
上
の
所
有
纖
に
改
め
た
':
0

而
し
で
-'

公
有
«

に
.し
'
て
殘
#'

せ
'
る
も
の
は
監
察
官
に
ょ
. 

o

p
ei

々
に
貸
她
契
約
を
以
ク
て
貸
し
出
さ
る
人
か
、
.若
レ
く
は
典
用
地
，(a

g

キ

c
o
l
a
s
c
u
s
)

 

土
し
て
開
放
に
委
せ
ら
れ
た
。
次
い 

で
、
71
;

十
九
苹
の
農
地
法(

所

謂
tH
s

 

J

&

p
 

c
l
a
n
a
)
.

に
：ょ
つ
.て
ユ
ー
リ
ゥ
.
ス
>

ヶ
1

ザ
;1
,
^

.
^:
け
る
公
有
敗
の
«-
.斷
權
を
闾
收
し
？
而
し
.て
>
共
の
再
割
當
に
際
し
て
ポ
ン
為
ィ
ゥ
.ス
0
老
練
兵
に
對
し
て 

へ
、
义
、
辨
迎
人
风
の
移
伐
漭
の
問
に
於
い
て
は
、
三
厂
以
上
の
子
女
の
父
れ
る
者
に
優
先
權
を
許
與
し
た
。
此
の
ヶ
ー
ザ
ル
の
法
#
 

は
ー
の
逋
大
な
る
反
對
論
に
逄
着
し
た
。
即
ち
、
そ
は
公
有
地
上
に
於
け
る
動
勉
な
る
小
保
有
者
を
し
て
路
頭
に
ゝ
迷
は
し
め
る
か
.、
蒞 

地

代

M
_ 想
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概
觀 

A 

v
.
.
.
^
.
h
v
:

」

_
:
.

(

:h
'o」

)

:4

■ : V ' . ,

i. く  
< • 1 *
, r
- , へ 
： ,

. へ '

- i l i l

泳

f

中 ,

 ̂r*

し!1 >

rゾ



し
く
は
彼
れ
铧
が
轉
借
耕
作
者
と
丄
て
殘
布
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
と
し
*|
:
な
ら
ば
、
恐
ら
く
は
、從
前
國
家
に
對
し
て
支
拂
は
れ
た
高 

を
落
し
、く
超
過
せ
る
新
所
有
背
に
對
す
る
地
代
を
彼
れ
等
に
負
檐
せ
し
め
る
で
あ
ら
ぅ
と
云
ふ
も
办
.が
始
れ
で
あ
る
。
ヵ
ト
I

l

k

J
 

叱
If
f
*し
て
此
の
法
律
に
反
對
し
れ
が
.:
'
其
の
都
^

演
膚
か
七
無
激
作
に
遂
ひ
拂
は
來
た
^

ユ
ヴ
.
.ラ
シ
チ
.ゥ
.ス
«'
'
:ラ
テ
.レ
：ン
シ
ス

0 

J
u
v
e
l
s

 L
a
t
e
n
i
s
)：

な
名
：：.-
-
-
.7£
港
院g

員
.は
此
0
法
#

じ
對
し
て
忠
順
を
誓
ふ
こ
A
を
拒
ん
.で
流
刺
に
：處
：せ
ら
れ
た
の
で
あ
る. 

力
仙
の
就
べ
で
の
者
は 
_
路
:#
る
所
^
く
:1
:
«
を

行
.;
0
'|
:
,0
'
. 

:
(
T
h
e

o.a
m
b
r
i
l
d
g
e
^
n
d
e
n
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H
i
s
t
o
r
y
v
v
o
L

M.
x
v 

1
9
CO
2
, 

? 

5
5 

ノ。

奴
瀚
の
數
が
充
分
で
ぁ
^

限
り
大
观
ル
榮
ぇ
,

11
紀

嘗

0
爾
に
：は
阿
:»
利
- #
ろ

^

が
傲
か
；吳
 

た
と
傅
へ
ら
れ
て
ゐ
る
タ
奴
■

が
更
.ら
1:
-

M

;i
爲
力
、
一.又
、
«

盛
な
る
«

爾
が
殆
ん
ど
農
產
物
の
輸
入
を
要
せ
ざ
.る
C
至
づ
だ
寺
、
',

(

:»

本
亦
義
的
大
栽
隸
|

1

|

5

|賃̂

貸

地

產

属
^

き

べ

丧
_

策
_

}

1{
]

:
紀
に
於
け
る
^

|

©

繁
榮
は
否
み
難
い
所
で
あ
つ
た
が
、
七
の 

繁
盛
朋
の
後
に
慘
憎
た
责
窮
厄
期
が
來
本
？
_

有

来

嘱

墾

地

は
©:
税

支

挪

の

報

酬

と
1;
;
て
强
耍
せ
ら
れ
て
：土
地
の
私
有
漭
に
寶
却
せ
ら 

.:/
デ
.，.
'-.
|
|
|
.好
.づ
^

^

は
其
の
獨
觉
^

抛
«

し
.
.
_
_國
歡
の
負
擔
.を
免
.れ
.
て
與
爵
の
保
護
.
.
.
'
.
©
p

^

o

G.
n
i
l
l
l
n

)

.

. :co
,-r:
に
^

い
た
®
 ̂

.
老
練
运
次
4H 

,不
盡
に
_

爷
;̂

通
1び

肩

市

の

實

貸

她

を

其

；の

世

襲

收

借

地

人

諸

共

：に

强

‘廉

し

た

，.邊
^

裔

^

^

務

を

柷

仉

す

る

推

襲

的

義

務

あ

る

小

農

與

-^
し

て

定

伯

ず

し

め

ら

れ

た

タ

斯

ぐ

て

 

と
、 

稱

せ

ら

る\
農

業

隸

贝. ^
逢

じ

、§'
0
艮

作
^

ゐ

新

な

，
る

隸
§

度
の
勝
態
は
起
り
:>
:而

し
1:
共
^

つ
れ
封
妞
制
度
は
復
活
し
始
め
^

:

翁

る

_

進

、
'
此
の
新
.た
.
I

.裏

.の

制

度

が

舊

時

の

其

 

〕

と
.多 

力
ら
ず
し
て
、
次
笟
に
多
ズ
地
.方
，に
.退
去
す
る
に
至
截
セ
と
で
あ
る
ダ
通
貨
危
«

の
：時
期
.は
家
族
經
濟
を
獎
勵
し
、
.第
四
、
丑
佌
紀. 

に
於
9
て
淑
射
鉱
^

.«
族
經
.濟

，は

多

ぶ

常

例

の

.制

度

と

化

、
し

^

0
中

世

的

相

貌

を

有
^-
る

新

經

濟

時
« -
^
今
.ゃ

開

始

せ

ら

れ
^
>
0へ

^
ut
w
度
は
或
る
點
に
於
い
て
財
谨
權
を
其
の
初
期
の
狀
態
に
復
歸
せ
し
め
た
も
の
と
も
稱
せ
ら
る〜
を
得
1
?
#で
ぁ
る
0
Ir
i
'K 

の
下
に
令
、，
で
は
何
等
絕
對
的
砦
し
く
は
佩
人
的
形
鮮
に
於
い
て
の
私
有
財
產
ネ
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
軿
作
者
1
其
の
領
主
に
勞
働
/ 

上
、の

.ii
i
の
J
^-
を
提
供
す
る
を
#
-件
と
し
.て
其
の
制
作
地
を
.保
有
す
る
に
過
ぎ
な
か
つ
?:
:.
'
<
>彼

れ

综

は

一

.定

せ

る

#:
週
何
日
か
の
仕
矿 

を
一
了
ひ
、
.
义

票

叱

らf

時

は

不

定

の

，
臨

時

仕

葡

.ち

.
p

ltt
.
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 ̂

 ̂

i

 

,
^
.
^
o 

c 

 ̂

:、
6

[0
;
«}
-
'非
軋
出
皆
燥
人
奸
ら
_
せ
ら
る
-\
'私

k
ょ
ら
る
、
時
は
、
特
に
收
極
噺
に
於
い
て
は
、
特
珠
觚
務
を
行
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
*
;|
:
0
.
:
領

生

,1
1

,
の
：必
要
と
す
^ '
1
ら
，ゅ
る 

^

^
を
沿
^
人
か
ら
徵
す
.る
こ
と
が
.出
來
れ
が
.、
.而
も
、
.最
も
普
通
で
ぁ
0
た
も
の
は
、
制
転
：と
«

»
と
で
参
つ
た
0
,
,
.
這

般

の

沏

狹

拉
 

ち
赞
助
地
代
を
貨
幣
地
代
に
轉
換
す
る
‘の
霞
は
極
め
て
早
く
か
ら
始
ま
っ
て
！̂
っ
•た
が
*
.而
も
撕
_
鹿
は
.第
十
一
ニ
、
四
世
紀
に
至
る 

造
黄
し
く
破
壞
せ
ら
る
と〕

ど
矿
な
か
っ
た
。
.
.儆
主
は
叉
、
.
.其
0 ^
土
地
を
國
王
か
ら
享
け
る
も
の
汸
ぁ
つ
て
ブ
繁
に
軍
務
を
豫
し
、

. 

併
せ
て
租
税
を
支
拂
は
な
け
れ
ば
な
レ
な
か
.
.つ

.|
:
。
羅
！

1

帝
國
I

城
の
上
に
興
の
王
國
l

^

L

:

^

^

—

：h

^
le
1

.

_

©

^
-M
: ̂

は
、
羅
^
法
の
*11
1

^
を
.啖
稱
し
た
の
で
ぁ
る
が
3
而
も
、
彼
れ
等
は
橄
族
^
浩
し
く
は
^
族

的
'1
' #
組
織
:1
:
||
す

^
;^
^'
か

信

ダ

を

保
 

持
し
て
片
c
vt:
 々

'民
場
の
首
喬
と
じ
て
'の
國
玉
は
總
：v
e
Lの
：
土

地

を

支

配

す

.る

最

高

办.領

、苹

で

ぁ

つ

て

、

其

の

所

有

#
か

.^
籾

^

及

び 

ズ

取

を

：要K
し
た
。1

千
平
の
顷
に
成
つ
^

『

總
ベ
て
め
人
の
權
利
及
び
義
務』

(
K
n
i
n
e
s
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p
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i
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に
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,-■!
ば
，
贺
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(

f
g
o

)

は
其
の
±-
地
の
爲
め
に
¥
事
的
勤
務(

H5
^
st
§〉

、
王
城
浩
し
'く
は
市
壁
の
修
繙(

b
l
b
o
t
e
)

及
ひ
桮
梁
エ 

琪
を
爲
す
も
の
で
t

‘、
叉
、
多
數
の
土
地
か
ら
は
，
國
王
の
命
令
に
於
い
て
f

に
大
な
る
土
地
勤
務
が
度
ず
る
•の
で
ぁ
•る
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汧
に
於
-

s-

て

は

領

虫
は
單
に
. «
の
#

^
に
對
し
彼
れ
等
.の
坐
計
最
少
限
の
み
を
殘
し
、/鈴
剩
收
益
の
金
部
を
貢
納
に
做
つ 

て
'

2
：

己
の
有
に
歸
せ
し
め
る
こ
と
が
出
來
る
と
5

寶

が

行

'は
れ
て
屈
づ
たO

凡
そ
一
千
一「

西
九
十
S

頃
に
領
中
：及
び
其
.の
有R

'

 

.

.

.の〜

爲

め

，に

羅

典

文

を

以

つ

て

f

ら
れ
た
菌
普
通
法
に
關
す
る
逸
名
氏
の
著F

l
e
t
a
.
(

此
の
表
題
は
.
^
#
^
_
敦
|

獄
t
s
u
r
.

の 

一3

人

に

ょ

つi

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る)

は
、
驚

に

關

、し
て
、
彼
れ
等
が
土
f

荒
i

し
く
H

し
む
る
こ
と
：

.

.な
く
し
て
貢
納
を
行
び
得
る
所
の
も
の
が
魏
許
で
あ
る
か
、
.又
、
鉍
れ
等
，の
勞
務
及
び
税
金
が
幾
許
を
値
1>
;
、祿
し
で
>
餘
¥
地
代
に 

於
い
て
•幾
許
が
支
拂
は
名
人
か
を
各
®
に
就
い
て
麗
す
可
き
こ
と
を
勸
带
し
て
ゐ
.る
：。
9
 

H
,
,
c

营

s

畚
 

F

I
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P. 
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m
i
l
e
r
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 A
’H

i
l
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1

0

1 Ideas,‘1940, 

p. 

4
9
0
0
0

汁
字
軍
は
歡
業
に
對
し
t

大
な
る
刺
戟
を
與 

t

、
：KI
H
業
の
發
M
は
又
、
農
業
の
-

H
に
作
用
し
、
農
業
物
に
對
し
て
販
路
を
開
.い
た
。
販
鹫
の
機
會
は
領
主
を
，し
て
最
良
の
方
法
を
.
.

以
つ
て
典
の
土
地
を
驚
し
、
災
.
0收

屢

び

- M
■

大
な
:.
f

e- u
免

-

^
る
0
ま

强

；
か
：
ら

し

め

た

''
0
ー
彼
れ
等
は
典
の
隸
民
の
餘
剩 

'
收
益
を
悉
く 
■

の
手
中
に
收
め
ん
こ
と
を
期
し
-?
:
.の
で
.
t

o

.而
も
、：
猶
ほ
農
段
が
|

領
蜜
對
し
i

挪
L

金
は
.署

ド

ょ

. 

つ
て
支
配
せ
ら
る
、
所
が
大
■で
あ
つ
た
。 

..■'
■'
 

;■ 

- 

-

■

:

.

然
る
に
第
十
四
世
紀
に
於
け
る
薨
病
は
歐
洲
の
入
口
を
激
減
せ
し
め
た
。
英
國
に
於
い
て
は
、
隸
農
の
多
數
は
彼
れ
等
が
マ
ナ
丨
'
 

力
ら
週
れ
"
で
、
他
邛
に
廉
^-
て
浪
由
の
借
§
農

た

ら

^

と

し
|:
。
;̂
ま 

>と

が
®
し

く

.困

難

と

爲

つ

れ 

の
み
な
ら
す
人
们
の
減
バ
ノ
は
又
、

|狀
_
に
對
す
石
遍
要
^
減
沙
せ
し
め

.な
け
；れ
ば
&
束
な
が
0:
^
<
>マ
ナ
~
の
主
'は
其
の
.借
地
人
0:

1

^
の
负
鑾
貨
m
の

蕾

.に
代
. <
、.满

聲

灌

-0
'
得
名
^̂ 

ょ
ぅ 

.と
し
す
ぎ

^
か
其
の
^.
領
地
か
’&
八
養
地
.代
を
獲
得
.せ
^
と
す
矣
時
は
到
來
し
な
け
...
れ
ば
 ̂

年
版
拙
著 

,5
商
主
_
經
濟
學
說
研
究J

七
六
三K

以
下
參
傾)

。
裏

せ

A
小
農
著
往
來
の
土
地
に
.於
い
て
支
挪
は
な
け
れ
ば
f

な
か
？

ym

'

I
的
給
付
に
よ
っ
.
5

承
.せ
ら
！

嗄
り
も
逾
か
：に
低
率
に
霞
て
舊
來
の
|

者
の
死
亡
窗
つ
ャ
隹
廉
と
爲
つ
た
地
所
を
賃

借
す
る
こ
と
が
可
亂
と
爲
っ
％
'
.多
數
の
舊
農
は
彼
れ
等
の
マ
ナ
1

を
粲
3

- «
幣

を
 

以
？

す
る
^

働
聽
の
代
償
猿
主
か
ら
し
て
强
制
勞
働
甚
っ
打
。_

も
、
：.今
や
勞
働
の
稀
少
|

く
贊
龈
|

騰
は
彼
れ
を
し 

，て
&•
.!
•
勞
勁
を
使
用
す
る
こ
-

o

を
#

ず
务
し
办
'■
.
'
•而
い
：*1
:
;
,'*
1

遵
民
が
愈
々
頑
强
に
胁
付
金
の
低
減
を
求
め
お
に
反
し
、
，是
0
等
の
納
付 

金
を
以
つ
て
猶
ほ
足
れ
り
と
し
な
い
塑
.拉
昔
け
の
龜
業
的
勸
務
.の
：强
要
を
齒
す
^

^

^
.̂o
た
0

-W
し
て
、
■議
會
は
此
の
危
機
に
應 

,

f
 が
爲
め
に
、

一

ん
と
し
た
令
斯
く
の
如
き
秋
に
當
っ
て
社
#'
纖
,

(?
)
-諸
ヵ
を
結
合
し
て(

一
：團
と
.成
し
ノ
.封

：建

制

度

仍
.證

を

打
$
.鳴

ら
’し

、
.
聲

高

か 

に
人
權
の
{丑
言
を
行
っ
た
も
の
.が
狂
：僧
ジ
'，
.ン
•
.ボ
1
.ル
.'で
ぁ
っ
た
。.

彼
れ
^'
圍
ん
，で
.倫

敦

：に

向

っ
^

進

ん

|
.
ゥ.
へ

タ
ィ
ラ

.

一

挟
に
よ
っ
て
、
_

濟
的
變
化
ゆ
大
勢
に
由
づ
そ
旣
_

慕

、

當

ー

產

：探

：の
：ば

確

保

せ

ら

れ

遭

货

含

る

.こ
と
と
爲
っ
1

領 

ホ
は
駿
を
微
す
る
の
W

■

放
.
■

、.
'義

士

地

を

徽

馨

暮

e
貸
レ
浪
し
：
”

^

て
挪
放
せ
ら
れ
凝
勞
#
を
レ
て
#
び
隸
翁
の
肷
輯
に
從
歸
せ
^
め
^

^
す
^

J

と
が
な
.い
や
ぅ

' 1
;

爲
つ
ホ
0パ
釕
捃
扣
智
七

..
/

1*
1
 

七
七
蟹
參
服)

。
，'而
し
て
、
當
時
^
韋
ラ
歡
學
的
理
凝
紙
へ
報
：
rh
i
は
：本
來
纂
上
異
な
り
、
'其
0
用
益
を
所
淳
權
か
ら
引
. 

き
離
し
て
賣
却
し
得
可
き
物
と
解
釋
せ
ら
れ
杉
が
爲
め
に
、
秦
人
の
土
驰
を
占
有
せ
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猶
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ら
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さ
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な
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ら
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猶
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濟
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し
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置
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除

せ
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收

權 

の
結
姐
で
あ
る
と
做
し
、
-
f

に
供
の
.
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述
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营
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概
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滅
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又
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總
收
益
に
對
す
る
地
代
の
割
合
の
箅
迠
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あ
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西
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鸾
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の
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に
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而
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す
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す
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澠
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す
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あ
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業
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製
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舊
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滿
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又
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翁
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ヶ
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付
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又
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さ
し
め
、
從
つ
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x
、
地
代
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1
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に
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し
ひ
可
く
、
、
而
し
3

地
代
‘の
騰
貴
蔬
が
5

、
走
の
產
物
を
騰
登
し
む 

f

斯
く
し
I

念
る
貨
物
は
高
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が
な
い
や
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爲
る
で
あ
ら
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た
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ベ
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如
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非
難
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し
て
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食
料
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愤
な
る
國
に
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つ
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人
民
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概
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な
る
分
屈
が
之
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す
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し
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な
る
分
配
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之
れ
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し
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撤
す
の
で
あ
つ
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地
人
の
鐵
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な
け
れ
め
土
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の
所
荽
に

對

し
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ど
何
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も
與
へ
る
こ
と
が
な
い
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t
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い
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あ
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彼
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气
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す
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付
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t
t--
:
?
>ぶ
が
灰
國
バ
農
民
よ
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狀
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落
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地
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小
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デ
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れ
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な
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が

、
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け

る

：

1

般
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第

一

は

*

其

の

®

値

に
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い
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彼

れ

の
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場
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の

二

の

收

益

に
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1

い

も

の

と

想

定

せ

ら

る

、

彼

れ

が

地

主

に

支

拂

ふ

虫

要
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つ
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ゆ
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代
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彼

れ

の

坐
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彼

れ
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に
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す
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の

唭

れ
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又
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最
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冇
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る
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め
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に

彼

れ
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存

す

可
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で
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る
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に
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總
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總
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蒞

し
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は
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接

に

農

民

の

手

か

ら

來

る
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で

灰

る
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外
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あ

ら

ゆ

る

物

を
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ず

る
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土
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で

あ

つ

て

、
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、

魚

の
 

場

合
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い

て
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を
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。
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が
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を
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に
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、
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匆

何

な

る

妇

 

民
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重
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國
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收
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居
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へ
.
た
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會
階
級
が
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之
れ
に
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す
る
報
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，と
し
て
何
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を
も
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さ
な
か
：つ
?:
顚
著
な
る
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會
的
寄
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の
事
實
に
當
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-し
な
が
ら
も
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曾
つ 

' 

.て
土
地
所
有
者
の
地
位
の
弱
點
を
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知
せ
る
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と
な
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最
大
..な
る
敬
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を
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.つ
て
..彼
.れ
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し
.て

居

つ
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所

謂
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め
 

な
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し
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つ
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に
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せ

ら

れ
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財
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彼
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な
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彼
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て
、
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彼
れ
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の
賃
銀
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：し
て
請
求
す
.る
を
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總
べ
て
0
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の
以
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に
形
成
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ら
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餘
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所
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あ
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猶
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れ
を
耍
ず
る
に
、
獄
農
學
派
の
地
代
理
論
は
彼
れ
等
の
全
髑
系
の
‘核
心
た
る
純
收
益
磡
論
に
外
な
^

ざ
る
も
の
.で
ぁ
つ
て
、
彼
れ 

嘈
こ
枉
つ
て
は
時
殊
の
昽
代
理
输
は
仔
す
る
こ
と
'が
な
か
つ
た
の
で
あ
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が
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彼
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等
と
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其
れ
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す
る
地
代
理
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し
仁
。
彼
れ
は
富
裕
な
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耕
作
企
業
家(

e
n
t
r
e
p
r
e
n
e
u
r

 

d
e

 

I

I

-l
i
bの 

語
の
意
_

に
就
い
て
は
3

1
田
學
會
雜
認』

第
三
十
六
卷
第
ー
號
所
載
拙
稿『

利
潤
思
想
史
槪
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ソ
の
競
^

は
、
常
に
小
作
' 

■■
農
が
彼
れ
等
の
經
費
と
彼
れ
等
が
其
の
前
拂
か
ら
引
き
川
す
可
き
利
鄕
の
兩
者
に
關
し
て
彼
れ
等
の
行
ふ
許
够
に
從
つ
て
、
土
地
の
沃 
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彼
れ
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支
拂
ふ
こ
と
を
得
ざ
る
む
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
彼
れ
等
の
|1
|
]に
於
け
る
競
#

が
頗
る
沾
潑
で
、あ
る
際
.に
.は
、
地
主
は
吼
り
最
高 

"
' 

.
の
地
代
を
中
し
出
づ
る
者
に
の
み
其
の
土
地
を
貸
與
す
る
が
故
に
、
彼
れ
等
小
作
人
は
這
般
の
餘
剩
•の
總
べ
て
を
彼
れ
に
支
拂
ふ
の
十
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炎
り
て
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に

使

用

す
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が

爲

め

に

、

土

地

を

贊

貸

し

、
，、
地

由

に

大

^.
る

地

代

を

支

挪

ひ

 

總
べ

て
、の
耕
作
の
元
資
前
拂 

を
行
ふ
こ
と
を
引
き
受
け
る』

の
は
大
資
本
の
所
有
者
戈
あ
る
。
0
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尸

P
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5
7
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「

有
福
な
る
耕
作
命
業
家」

は
自
ら
土

也
を
桃
作 

す

る

勞

作

者

で

は

な

く

し

て

、

封

建

的

領

中

：
よ

り

土

地

の

大

な

る

铘

分

泠

賃

借

し

、

更

ら

に

之

れ

を

小

地

區

に

分

つ

て

分

益

|.
|
]
度

に

於 

い
て
小
農
段
に
貸
し
出
せ
る
も
の
で
あ
つ
^ :
4°
競
#

地
代
は
主
と
し
て
彼
れ
等
に
よ
つ
て
支
拂
は
れ
た
の
で
あ
る
。
小
農
！

2

の
經
濟
的 

地
位
は
多
く
悲
慘
で
あ
つ
た
。
彼
れ
等
の
小
作
せ
る
地
區
は
餘
り
に
小
で
あ
つ
て
有
利
な
る
經
營
を
行
ふ
こ
と
が
爪
來
す
、‘
又
小
作
®
 

件
は
頗
る
赞
酷
な
る
を
通
態
と
し
た
。
地
所
の
外
、
必
要
な
る
種
•
家
畜
^

び
農
具
が
供
給
せ
ら
れ
る
際
に
は
、
彼
れ
等
は
毁
物
の
收 

秘
の
一
半
、
時
に
は
又
、
爾
及
び
艰
實
の
收
獲
の
ニ
.半
t

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
又
、
土
地
及
び
半
分
若
し
く
は
全 

部
の
桠
を
供
給
甘
ら
れ
る
に
過
.ぎ
な
1
险
に
は
、
彼
れ
等
は
收
獲
の
三
分
の
一
を
提
供
す
‘れ
ば
よ
か
つ
仁
。
玆
に
は
虫
と
し
て
惯
”
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れ
X
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.土
地
收
益
遞
故
法
則
を
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實
に
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明
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^

こ
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は

吾

人

が

：曾
0 '
て
；前

揭

『
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權
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思
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中
に
於
ぃ
て
述
べ
た
せ
が
如
く
で
あ
る
が
、(

九
丄
三
頁
參
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、
而
も
、
彼
れ
は
'道
般
の
收
益
變
化
の
股
现
を
站
礎
と
し
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て
確
然
リ
カ
I

ド
オ
的
地
代
理
論
を
建
設
す
る
に
は
至
ら
な
か
つ
た
。

:
虚
農
生
義
的
理
論
は
明
か
に
或
る
程
度
ま
で
ァ
ダ
ム
.
«ス
'ミ
ズ
.の
地
代
觀
の
'ト
：に
影
響
を
現
し
た
。
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が
-

0

胄
罾』

第
一
編
第 

:

十
.

〕

®

第
：1
1
:钵
に
龙
い
^

巧

食

料

は

常

に

其

の

支

：持

3
得

冬

だ^.
の

勞
(1
;
.量
を
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土
地
は
勞
働
を
支
持
し
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又
、
利
觸
を
支
拂
ふ
に
充
分
な
る
所
の
も
の
よ
り
も
大
な
る
爱
の
食
料
を
生
產
し
、
斯
く
て
又
、
池
^

を
生

中
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こ
と
を
說
く
に
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て
、
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の
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然
し
な
が
ら
，
.蜇
«

學
^

が
純
收
ハ
辦
論
を
以
つ
て
其
の
<土
體
系
の
中
心
れ
ら
し
め
て
ゐ
る
に
對
し
、
ス
ミ
ケ
は
共
の
學
說
を
分
勞
の 

4T
-
實
か
ら
出
發
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
つ
て
j
彼
れ
は
國
富
の
寬
大
な
る
枭
源
を
土
地
の
嚇
秘
的
な
る
餘
- ^
產
出
カ
ょ
り
も
*
寧
ろ
勞
歡 

の
.坐

.̂

カ
.に
^
.い
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犬
、な
る
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進
...
を
來
さ
し
め
る
分
勞
.の
魔
.カ
に
求
.め
'
.|:
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.ス.ミ
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.ス
.は
彼
れ
等
と
..異
り
：.
.獨
5/
の
^
代
理
|^
を
展
=
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せ
し
め
た
。
然
し
.な
が
ら
、
そ
は
彼
れ
の
不
完
全
な
る
價
値
及
び
分
配
學
說
中
に
在
つ
て
最
も
混
亂
せ
名
不
滿
足
な
る
部
分
で
あ
る
と 

E?
-丨
设
さ
れ
て
ゐ
る
。
洵
に
、
ス
ミ
方
の
地
代
理
論
は
何
等
の
單
ー
性
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
矛
盾
對
立
す
る
觀
念
の
序 

列
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
つ
セ
。
先
づ
第r

の
矛
盾
と
し
て
擧
ぐ
可
き
は
、
彼
れ
が
ー
方
に
於
い
て
は
土
地
所
宿
者
の
利
益
が
社
會
の

，
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一
K
内
利
益
と
不
可
.分
的
，に
結
合
す
る
と
做
し
、
他
方
に
於
い
て
は
是
れ
を
以
つ
て
、
利
潤
と
等
し
く
、
勞
働
の
金
收
益
.ょ
り
の
按
除 

,r
r
!
eあ
.つ
て
、
菇
れ
に
對
應
す
る
何
等
の
寄
與
も
行
は
れ
る
こ
と
の
な
か
つ
た
も
の
と
做
す
の
矛
盾
で
あ
る
。

一
方
は
彼
れ
が
重
農
學
. 

焚
ょ
り
承
け
て
マ
ル
サ
ス
に
傅
ふ
る
^-
至
っ
仁
所
の
も
の
で
あ
り
、
他
方
は
後
世
の
社
會
主
_
伯
理
論
に
對
し
て
辎
火
線
と
爲
れ
る
所 

の
も
の
で
あ
る
。(
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彼
れ
が
明
か
に
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に
於
い
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贩
及
び
利
潤
と
同
様
に
價
格
中
•に
入
る
と
做
し
"

他
方
.に
於
い
<で
は
地
代
は
賃
銀
及
び
利
澗
と
興
れ
る
方
法
に
於
い
て 
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ぶ
小
に
入
る
も
の
で
あ
つ
て
、
他
の
二
者
の
高
低
は
價
格
高
低
の
原
因
で
あ
る
が
、.
地
代
の
高
低
は
其
の
結
果
で
あ
る
と
論
す
る
の
1 

自
家
搲
箫
が
措
摘
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。(
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一
八
丨
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ニ
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而
し
で
、
地
代
の
問
題
が
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濟
餅
上
に
於
い
て
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張
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ら

れ
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る
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顏
費
の
如
何
な
る
部
分
を
も
形
成
，ず
る
も
の
に
非
ず
と
做
す
リ
ヵ
一
ド
ォ
的
說
明
と「

生
靡
费 

が
货
物
の
惯
値
を
左
右
す
る
限
り
に
於
ぃ
て
は
*
賃
舰
は
地
代
と
正
確
に
等
し
き
關
係
に
炎
ぃ
て
計
錄
小
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」
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一
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大
體
に
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て
ー
致
す
る
見
解
と
は
等
し
く
ス
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ス
に
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つ
て
霉
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の
如
き
は
、
ス
ミ
ス
が
最
初
に
貨
物
の
價
格
を
分
析
し
て
勞
働
の
賃 

銀
、
资
本Q

利

土

地

の

地

代

に

f

る
は
殆
<

ど一

世
紀
I

に
於
け
る
心
濯
派
的
精
神
に
於
け
f

?

あ
つ
た
と
說
ぃ 

ぐ
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
、一
斯
く
の
如
き
矛
府
を
生
じ
|:
こ
と
は
*
彼
れ
が
何
等
の
區
別
を
設
け
る
こ
と
な
く
レ
て
金
然
相
異
れ
る
ニ
個 

一.讀
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题
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部
分
^;
於
.い
て
は
,
-f
e

と
し 

,

て
彼
れ
の
竭
察
、せ
る
は
諸
貨
物
の
價
格
で
あ
り
、
交
換
の
理
論
で
あ
つ
^

。
玆
に
は
、
地
代
は
似
格
に
ょ
つ
て
.決
，宠
せ
ら
，れ
る
ょ
6
 

气

寧
ろ
®

格
を
決
记
す
る
も
.の
と
し
て一 :4

々
せ
ら
れ
る
。
翦
實
上
土
地
は
相
興
れ
る
；

g

々
な
る
、

n
z

的

に

佻

用

せ

ら

れ

得

る

.
も

の

で

あ 

;;
-
-
-
^
.
.

へ'肩

し

；て

、
,-
-
:是
机
臂
種
,

.

用̂
.
^

:
に
ょ
つ
て
與
へ
ら
れ
る
地
代
に
ょ
つ
で
亥
配
せ
ら
.れ
る
？
從
つ
、て
、
或
る
一
矩
特
殊
の
目
的
の
爲
め
に
使
用
せ
ら
れ
る
土
地
の
地
C

が 

二
宛
の
限
#

を
越
ぇ
て
：f
る
な
ら
ば
、
土
地
は
斯
く
の
如
き
特
殊
の
用
途
か
ら
他
の
用
途
，に
向
つ
て
柊
さ
る
%

き
で
あ
つ
て
、
菇
吖
に 

t)
i
つ
て
諸
貨
物
の
佻
給
髙
を
變
じ
、
從
つ
て
總
べ
T /
の
惯
格
は
彫
響
せ
レ
る
可
き
で
あ
る
。
然
る
に 

> 
彼
れ
が
第一

編
の
後
の
部
.分

,: 

於
い
て
正
式
に
地
代
を
論
中
る
に
猎
つ
て
は
、
'
彼
れ
の
關
心
鄯
は
重
農
學
派
が
强
調
し
つ
、
あ
つ
た
國
找
中
に
於
け
る
三
由
媒
階
級
の 

=

1:
;
^

る̂
徵
:.
&

汾
：; ®
■
调
■

に

存

，^
^

©
り
ゎ
ぶ
特
鍊
藤
物
の
價
格
を
版
ガ
极
^
ゼ
際
し
^

は
ポ
彼
れ
は
當
然
地
代
を
以
つ
ャ
、

r
 

,

該
货
物
が
他
の
貨
物
の
烈
し
く
！！
爭
し
つ
、
あ
る
一
定
部
分
の
土
地
の
使
用U

對
し
5

S

可

高

赢

惟

し

.
。̂
營

に

、
分
配 

の
間
題
を
取
り
扱
；
に
當
つ
て
は
、
彼
れ
は
固
，か
ら
地
代
を
以
つ
て
、-
非
農
業
民
に
對
し
T

寶
却
せ
ら
る
、
®

括
せ
ら
れ
た
る
淹
物

、

>
.即
ち
职
產
物
ノ
若
し
く
は
特
に「

食
料
L*
を
供
給
す
.る
：̂

哪
有
階
»
に
對
す
る
所
# .
と
思
惟
し
た
0
而
し
，t
、
彼
れ
は
食
料
の
坐
產

mぬ m m

せ
ら
れ
る
土
地
は
常
に
地
代
I

.
ず

る

も

の

蓋

七

、
人
，間
は
其
の
生
活
の
資
料
に
準
じ
て
梢
加
じ
、
斯
く
て

.又

，
、

襄

は

常
 

一r
5

せ
1ら
れ
，る
が
汶
'で
ぁ
る
4
 

(
w
e
a
l
t
h

 o
f

^

&
0系
名

.
G.
r

?
ー
00
2.)

。地
代
.は
沃
度
並
び
に
地
位
に
從
つ
て
肩
ず
る(

i
b
i
f

 

p. 

1
S
3
.
)。

而
し
て
、
彼
れ
は「

常
に
且
つ
必
然
的
に
其
の
地
主
に
對
し
て
一
定
の
地
代
を
與
へ
る
土
地
の
咐
一
の
產
物」

で
ぁ
る
人 

間
の
食
料
と
-

壤
情
の
f

る
に
從
つ
て
、
時
に
は
地
代
を
坐
じ
へ
時
に
.U
之
れ
を
坐
す
免
こ
と
の
ガ
ぃ
篇
の
•靡

、
例
へ
は
、
毛

齔

、：■

毛
'
.
:既

赁

、石
炭

-:;:

翁

：、
; #
-
金
巋
 ̂

J

p

t
1—
2 

ノ
。

彼
れ
は
後
者
に
於
い
て
は
近
代
的
狠
典
姓
の
槪
念
を
ほ
の
め
か
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が

,
奔
に
於
b
て
は
之
れ
を
保i
し

た
の
で
あ 

V 
へ
 
J
-
..

-

し
'
.
:
- 

. 

■ 

•
- 

> 

.

『

國
富
論』

'が

一
千
七
；A
七
士
ハ
§

月
九
日
に
發
音
ふ
れ
た
時

、

直
ち
に
S

一
 

本
©
露

集

け

t

病

S

れ
の
親
友 

ナ

族

浐

あ

n;
を
續
ん
だ
1

初
0.
.魄

该

* '
圃
の(

滩

代

が

其

の

：產

雇

_
嘗

艺

■̂
零
ー
ョ
付
の
瞥
翰
を
以
つ
て
冗
對
の
意
見
雾
明
し
お
こ
だ
&

菩

秦

翕

^

實

で

は

ぁ

る

が
’

而

毛

’

此

め

明

敏

な

る

哲

學 

对
が
當
除
艰
し
で
.那

邊

ま

篆
00
'
.雾
の
著
を
'精
_

せ
る
“

廣

問

で

が
$

ミ

.ス
が
斯
く
'の
如
き
抗
議
に
匙
ぃ
て
本
書
の
押 

、版
に
於
い
て
共
の
所
說
の
一
部
を
訂
正
し
た
と
做
す
の
解
釋
に
至
つ
て
は
一
層
容
易
に
首
背
し
難
い
も
の
、
存
す
る
こ
と
は
吾
人
が
曾 

っH

論
じ
た
る
が
如
く
で
あ
る
。0

1
1

揭

馨

一

ニ
〇
丄

ニ

ニ

豪

照

)

。
尙
ほ
、
ス
i

の
著
の
出
版
を
以
つ
て
ヒ
ュ
i

の
死
に 

先
立
つ
J

以
前e

こ

冬
あ
つ-

U

と
記
し
て
ゐ
る
霞
霞
學
史
家
の
存
1

こ

ま

亦

、
晋
人
に
取
つh

不
1

_

の
感
な
I

 

得
な
い
。(

M
a
d
e
o
d
i
.

 

?it, 

p. 

5
7
3
0
。
、

國

赏

論

の

出

版

は

前

f

の
如
く
三
月
九
日
で
あ
り
パ
ヒ
*ュ
I

ム
の
死
は
.八
月
二
十
五
日 

と
陴
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
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... _-r
-.
^
.ム
......ス
、:<
•

:̂^
穀
物
輸
-矸
獎
■
金
カ
穀
物
.0
'
m•
■w
を
葭

:t
.rp
'
f̂
る
，ょ
；.̂)
^
,̂
、-
:.;
寧
.み
.之
.：れ
^
.引

ぎ

上

ぐ

务

の

，
爾

向

あ

.る

.も

.の

.
'
で
あ
ゝ

っ
て
、
農
業
家
及
び
鄕
紳
を
利
す
る
所
多
か
ら
中
し
て
、
而
も
製
議
を

i

せ
：

o

む
る
も
？

あ
る
と
做
し
て
之
れ
を
通
に
攻
擊 

し
た
。
證
の
虫
張
に
刺
戦
せ
ら
れ
て
、'
la
ち
に
之
れ
に
對
す
る
反
對
論
の
筆
を
執
つ
た
#

に
彼
れ
と
同
じ
く
蕭
の
人
％ 

r

ム 

ズ* 
•
ァ
ン
f

ソ
ン
が
念
ム
。
-而
し
T
、
彼
れ
は
斯
べQ

如
I

對
論
を
主
張
す
るU

當
つ
て
、
端
な
く
も
地
代
の
證
原
因
を
說 

明

し

了

力

I
ぶ

の

先

饗

と

m
せ

急

、
に
.至
つ
.

U
。

§
.
科
®
的
農
m
家
が
一
千
S

七
十
七
年
のj

國
R
的

灘

の

，精
神
を 

鼓
舞
す
る
の
手
段
に
就
い
て
の
艿
察』

及
び『

穀
法
の
本
«*
に
就
い
で
の
硏
究』

に
於
い
て
、
地
代
の
本
質
を
究
明
す
る
に
當
つ
て
^

‘つ
た
力
法
と
後
^

の
リ
カ
ー
ド
ォ
の
共
れ
と
の
間
に
髒
く
可
き
.ー
致
の
存
す
-る
こ
と
は
普
く
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
0
彼
れ
ょ
、 

リ
カ
丨
ト
ォ
4

し
.く
土
地
の
鹿
物
か
唯
だ 
一g

で
あ
る
場
合
が
想
像
し
T
其
の
論
を
進
め
、
而
し
て
、
土
地
の
各
部
分
が
駕

れ

る 

收
益
カ
を
有
す
る
の
^
實
に
屮
る
地
代
の
發
坐
原
因
を
見
事
に
說
明
し
た
。
ァ
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
死
後
六
、
七
年
に
し
て
、

一
千
\

存
卜
. 

W 

>
五
に
至
り
英
蘭
に
於
い
て
穀
法
問
題
が
喷

し
く
論

議
せ
ら
る
、
に
及
び
、
地
代
學
說

は
ジ
3

ン
•
ル

1
分
、
サ
丨

*
エ

ド
ソ
ー
ド
*
,ツ
*
ス
ト
-

ト
マ
ス
•
ロ
バ1
ト
•
マ
ル
サ
ス
、
tl
バ
I
ト

•

ト

I

レ
ン
ズ
及
び
デ—

ヴ
ィ
ッ
ド•
リ
カ
I
ド
ォ
に
ょ
つ
て

い
；
表

叨

せ:^机

：る

こ̂
<

^つ
.
^
.
:

(

崎
搦
_

苹
 ̂

上
卷
ー
ー
六
ヒ
丄
一
九 

::
H
萬

：ヨ
； |,

汍
|
1鑛

バ
丨
ト
，
ト
丨
レ
ン
ズ
大
佐
著
對
外
穀
物
交
論』

S

个
丄
ハ
亂
頁
參
服
/
。

吾
人
は
鼓
に
リ
カ
丨
ド
ォ
に
先
I

て
る
I

四
家
が 

_

/̂1
'^
時
を
等
し
:̂
し
*

她
代
學
說
上
..に
寒
げ
得
仿
各
業
繽
：に
»

い
て
氣
明
す
可
#;
で
奴
あ
名
が
.、'
.旣
.に
前
掲
の
諸
舊
篇
.；；.
に
於
い
T 

. 

利
や
鮮
釉
の
叙
述
を
試
み
た
る
_を
以
つ
て
、
今
は
重
複
を
避
け
て
之
れ
を
省
&

す
る
こ
と
、
す
る
。
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リ
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ド
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資
本
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す
低
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f

穀
物
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價
格
i

響
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關
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現
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千
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-

つ
て
、
前
記
四
家
の
著
に
比
し
て
稍
や
後
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
菩
人
は
更
ら
に
遠
く1

_百
五
十
^

の
背
に
遡
つ
て
サ
ー
•
ウ
ィ
リ
ア 

ム

，

ペ

チ"Q
、

所
論
屮
に
於
い
T
彼
れQ

先

蹤

を

蟹
f

と
す
ら
出
來
る
。
洵
に
、
リ
カ
U

费

人

と

、
彼
れG

名
を
冠
せ
ら 

れ
る
の
常
で
あ
る
地
代
理
論
と
の
關
係
は
發
見
者
奚
れ
で
は
な4

つ
た
。
然

し

な

言

、
A
チ
ィ
は
苦
鬚
な
る
解
釋
を
施
し
れ 

に
過
ぎ
な
か
つ
た
。
ァ
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
地
代
を
以
つ
て
較
差
的
支
拂
、
A

地
の「

優
越
性」

に
對
す
る
支
#

と
し
て
說
1

せ
る
點
に
於 

い
て
リ
カ
ー
ド
ォ
に
先
鞭
を
潰
く
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
砒
も
進
ん
で
、
劣
等
な
る
士
地
に
耕
作
を
擴
張
す
る
代
り
に
優
良
な
る
土
壤 

が
贝
ら
に
集
約
的
に
§

作
也
ら
れ
得
る
の
»1
'
能
蚀
を
說
く
こ
と
©
な
い
も
の
で
あ
つ
た
。
ル
1
ク
は
、
最
^

地
.
-
4に
於
け
る
穀
物
生
靡 

の
费
川
ほ
自
然
似
格
の
調
盤
背
で
あ
り
、
I

、
土
地
の
地
代
は
生
產
に
资
す
'る
諸
經
費
及
び
資
冰
の
普
通
の
利
_
が
控
除
せ
ら
れ
た
後 

に
殘
怀
す
る
^

^
な
る
餘
剩
收
益
で
あ
る
と
說
く
に
過
ぎ
な
い
も
の
•で
あ
つ
て
、
收
益
遞
減
法
則
を
邀
應
と
し
て
地
代
の
靈
を
論
ず 

る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
ウ
-
ス
ト
は
地
代
を
/.
:
布
し
|1
づ
始
ん
ど
翦
ら
之
れ
を
生
ぜ
し
む
る
も
の
を
以
つ
て
土
地
の
上
に
施
さ
る
、 

資
本
の
阶
加
的
部
分
に¥

る
收
繁
麗
的
割
合
で
_あ
る
4

る
もe

で
は
あ
る.

4
’

而
も
、
地
代
は
價
格
の
一
部
を
形
成
す
る
こ 

と
な
き
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
诚
則
に
關
し
て
は
彼
れ
の
言
辭
は
決
し
て
遺
憾
な
く
明
確
で
あ
る
と
は
稱
し
得
ざ
る
ち
の
が
あ
る
。
沿
し. 

夫
れ
マ
ル
サ
ス
の
地
代
說
に
至
つ
て
は
”

力
ー
ド
オ
の
共
れ
と「

極
め
て
輕
微
な
、
程
度
に
於
い
て
和
違
す
る
も
の」

で
あ
る
こ
と
が 

リ
カ
丨
ド
才
鼻
に
よ
？

認
め
ら
れ
I

る
所
で
t

^ r
然
し
な
が
ら
、
仔
細
に
檢
討
し
來
れ
ば
、
兩
者
の
相
管
類
.似
よ
り
も 

遙
か
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

マ
ル
サ
ス
が
地
代
€

增
加
は
國
民
の
收
入
に
對
す
る
附
加
で
あ
る
と
觀
§

に
對
し
、
リ
カ
ー
ド
ォ
は
地

代
を
以
つ
て
如
何
m

合
に
於
ぃh

も

容

塑

で

は

な

く

、
.常

に

塑

せ

，ら
れ
妄
の
一
部
で
あ
り
、
車
に
一
醫
よ
り
他
の
階

'級

へ

‘の

甯

の

讓

に

過

ぎ

ざ

る

も

の

と

認

め

る

も

の

で

あ
，り
、

前

^

か

人

類

の

氣

史

的

發

達

を

探

來

^

ん

ト

せ

る

に

反

し

後

紫

は

著
 

し
く
進
少
せ
る
文
明
國
よ\

c
v

の

移
思

に

よ
つ
て
建

設

せ

ら

れ

た
植

民

地 
>の

場

合

を

想

像

す

る
も

の

で

あ

'り
、
人

類

の

歷

史

的

發

連

を

看
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代
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想
史
概
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.
ノ
過
し
て
、前

#
の兆れよ

、

'
 

aら
に
祺
純
で
ぁ
り
*
更
ら
肥
よ
く
時
代
の
.傾
向
と
調
和
す
/6
の
觀
か
る
推
理
の
連
系
を
引
き
出
す 

'

も

の

で

办

る

。
.
ト

I

レ

ン

ズ

は

、
，
少

く

と

‘も
其
の『

舞
外
穀
伽
交
易
_』

に
於
い
て
は
、
未
だ
收
益
遞
減
を
以
つ
て1

般
雄
則
と
做
す 

、-

.

の
理
論
を
主
張
す
る
こ
と
な
く
、
乂
、
地
代
が
決
党
的
要
素
と
し
て
價
格
中
に
入
る
こ
と
な
し
と
云
‘ふ
リ
カ
ー
hr
ォ
の
定
則
と
は
相
反 

逸

す
る
が
如
き
言
說
を
做
ゎ
0
\ぁ
る
も
の
で
ぁ
つ
た
9 (

防
揭
拙
稿
參
照)

。
り
パ 

,

，
,

:

,

,

土
地
、
資
本
及
び
熒
蚴
の
三
階
級
の
對
立
に
當
即
し
、
自
國
內
に
於
け
る
^

れ
等
_

僻
級
間
に
於
げ
る
^

靡
收
益
分
配
の
問
題
に
興
. 

味
を
有
し
仁
リ
ヵ
ー
ド
ォ
は「
地
代
は
土
壤
の
原
始
且
つ
不
滅
の
カ
の
使
用
に
釾
じ
て
地
主
に
史
拂
は
る
、
土
地
の
收
益
の
部
分
で
ぁ 

\

る
し
と
做
し
て
、
純
然
た
る
地
質
學
的
蒞
1

く
は
地
理
學
的
名
辭
と
し
て
使
用
，せ
%
れ
た
土
地
を
以
つ
て
判
然
朋
確
に
地
代
の
蘇
源
た 

\

 

ら
し
め
た
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o
a

 

t
h
e

 

p
r
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n
c
i
p
l
e
s
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f

 

p
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l
i
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o
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o
m
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a
n
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T
a
x
a
t
i
o
t
v
l

oo1
7
, 

TD'. 

4
9
.) 

o S
： 

く

て

皮
れ
よ
ヒ
地
の
.：：.
こ
*
^

、
し
く
は
土
地
の
上
に
投
入
せ
、ら
れ
た
資
本
に
對
し
て
地
ホ
に
よ
つ
、て
收
受
せ
ら
れ
る
ぁ
ら
ゅ
る
.支
拂
を
地
代
の
範
赠
か
ら
排
除
す
る
0
'.

• 

7

、.外
に

.'

.

.
a*
ォ
.の

所

評̂
イ

は

地

主.
.
.：.借
地
農
及
び
其

.の

他

の̂

民

に

よ.
.つ.
.て
：
日

常

使

用

：
甘

ら

れ

’ 

.'..

了
解
せ
ら
る
.

地̂
代
々
る
語
と)

は 

\
興
た
しV

和
述
せ
るI

思
味
の
も
の
で
ぁ
'る
。
彼
れ
は
地
代
が
、
丼
の
土
地
の
上
に
使
用
せ
ら
る
、
人
々
の
支
持
の
爲
め
{:

•要
せ
ら
'る
、

V

よ
り
も
坐
活
必
要
品
の
よ
り
大
な
る
部
分
を
坐
ぜ
し
め
ら
る
を
得
る
大
地
の
性
質
：

J .

侬
つ
•て
成
立
す
る
と
か
、
.又
は
其
れ
§-
身
の
_
. 

麗
次
を
遷
^

剷
激
し
#
石
;-
:
:
>
#

茛
ず
怍
¥

"
&
適
甘
ル

, 

'

な
る
忡
質
に
依
つ
て
成
立
す
る
と
か
1友
ふ
や
ぅ
な
見
懈
を
斷
平
.として拒否しお。
リ
ド
ォ
は
勞
卿
價

^-
說
^

厂

ダ

ム

—

ス
ミ
ス 

’ 

/

的

デ

ィ

レ

ン

マ

か

ら

毙

金

に

救

濟

す

る

，が

爲

め

に

は

.
土
地
を
價
値
の
創
'逝
か
.ら
•排
除
•し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
此
の
-！
'
X
•業
主
.

.

義」

經
濟
學
者
は
乂
、

-±
地
'隙
級
の
利
益
に
反
す
る
結
論
を
引
く
こ
と
を
囘
避
す
る
の
必
要
を
有
•す
る
こ
と
が
な
か
つ
た
。
彼
れ
は
ス
、

縛
：謂
バ(

ブ
、

^

::
.
:
0
_

^

Wi

る
、
の
琪
實i

!

营
る
相
對
的
價
値
を
決
定
す
る
原
-

の̂
S

を
認
め
•だ
の
で
あ
る
が
"

彼
れ
は
又
、
地
代
を
以
つ
て
斷
じ
て
新
仁
な 

る
收
入
の
創
造
t
は
な
く
常
に
創
造
せ
ら
れ
*
收̂
人
の
部
分
で
あ
.る
と
看
做
し
、
斯
く
て
地
主
の
利
益
^
^
の
社
會
に
於
け
る
今
し
ゆ 

る
他
の
階
級
の
利
益
と
對
立
す
る
も
の
と
觀
る
に
於
い
て
ス
ミ
ス
ょ
り
も
遙
か
.に
斷
'手

.^
る
も
の
が
あ
つ
.た
:.
.0
土
地
財
產
ょ
b
す
る
收 

入
の
^

ふ
可
か
ら
ざ
る
#

往
は
如
何
に
; ^
求

說

明

せ

.
ち

れ

る

か

:;
':"
之
れ
2
對̂
す
る
繼
答
は
翁
れ
；'0
較
箬
地
代
の
迦
論
中
に
»
出
さ
れ 

る
。
彼
れ
は
道
箇
限
定
せ
ら
れ
^

0
意
味
に
於
け
る
地
代
0'
勝

明

を

土

地

が

其

：の

分

量

に

於

い

1:
'

有
限
で
為
り
、
且
.つ
其
の
生
淹
カ
及
. 

.び
他
位
'に
關
.レ
.て
^

じ
か
ら
^
务
品
質
の
.も
.の
：た
.
'5
の
，事
實
■に
看
出
す
.。
'
.
.
.
' 

而

-%
ハ
.:
:
:彼
'れ
|:
擎
へ
.
.は
.
.
.
.
才
等
な
な
.士
細
カ
1

作
せ
.ら

る
.A 

に
先
き
立
っ
T ,
す
ら
、
優
等
地
呱
斯
の
耕
^
に

於

ト

て

：
收

益
1

''
0

^
が
&

ぜ
^
れ
ね
な
.-
;̂
;ば
、_

を
ぶ
や
石
^
得
瓦
き
で
あ
る
0 

卽

ち

地

代

は

常

に

一

一

つ

の

等

* ,
;の
»

本
及
び
勞
卿
の
使
用
に
ょ
ダ
裏
得
嘗
る
、
收
益
間
の
相
薦
か
ら
で

^

る
。；
8

濟
學

:电』

、：.上

奪j.

五
_

5

翌
頁
參
照
^

.

"
g

れ
に
山
つ
て
觀
れ
ば
*
彼
^;
が
後
世
の
所
謂
主
民
の
地
代
、即
ち
.
.in
nnr
l

M

M

?

ft」

 ̂

#
 

f
t 

.

 

、(I
n
t
e
l
f

 ente 〕
2

及
び「

位
匱
地
代」

(
L
a
g
e
r
e
n
t
e
)

の
三
者
を
認
め
ヤ
ゐ
.る
こ
上
は
'明
が
で
あ
る
.が
、
"

^̂-
3

.'
§;
^
^
 

S

B

I
 

volkswirtschaftslehre* 

1
9
3
1
,

 S
.

01
6
4
.

)

r
も

故

に疑
！：

1£
と

-^
る 

は
、
彼
れ
が
絕
對
地
代
若
し
く
は「

獨
占
地
代
し
、(MO§

polreatev

を
認
め
て
.ゐ
：る
か
如
何
か
で
あ
る
。
：
1

に̂

於

い

て

は

【

リ

-
カ 

丨
ド
ォ
の
地
代
理
論
の
_
著
な
.る
赘
は
絕
對
地
代
の
拒
否
とi

差
地
代
の
解
骂
あ
る」

、と
稱
せ
ら
れ
る
矣
に
、(

E

コeh 

Koil 、 

A

 

of E
c
o
n
o
m
i
c

 

T
h
o
u
g
h
t
,
1

9
300
,
, 

P
/
1

OO5
0
*

 

I
力
に
於
い
て
は
、「

其
の
他
に
リ
カ
ー
ド
オ
は
事
情
に
山
つ
て
は
乂
絕 

|
?地
^
の
珍
成
を
可
能
と
努
へ
る」

と
說
か
れ
て
ゐ
る
。
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e
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1
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s
;
:
1
6
9
-
1
7
:
2
v
)
.
o

洵
に
最
劣
惡
な
る
等
級
の
土
壤
、
>
若
し
く
ば
更̂
.

に
疋
し
，べ
言
へ
ば.、
土
M

の
上
に
於
け 

•

る
敁
も
不
利
な
る
資
本
投
下
を
無
地
代
た
ら
し
が
る
こ
と
は
、

.
デ
ィ
丨
ル
共
の
人
の
言
ふ
が
如
く
、
リ
ヵ
ー
ド
ォ
的
理
論
の
寺
質
で
あ

-
 

る
。
 

リ
ヵ
-
^ト
ォ
自
身
が
設
け
た
假
定
の
下
に
於
い
て
は
•

そ
は
単
に
較
差
地
代
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
つ
て
、

決
し
て
一
股
池
 ̂

(
#
e
m
e

s*e
K
e
n
t
e
)

で
は
な
い
。
然
る.に
、
.
.彼
れ
は
げ
原
產
物
以
外.0
諸
貨
物
に
對
す
る
諸
稅

」

を
論
中
る
眾(

初
版
第
十
五
鮮
、

-
三
版
笫
十
七
常)

に
於
い
て
.「

一
阈
の
穀
#
及
び
股
產
.
が
、
洵
0
、
ニ
.時
の
間
.
獨
Hl-
t惯
格
で
販
寶
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
得 

る
タ
然
し
な
が
ら
、
是
れ
等
の
も
の
は
、
M
ら
に
多
く
の
資
本
が
地
所
の
上
に
有
利
に
使
用
せ
ら
る
、
こ
と
が
出
來
す
、
斯
く
て
乂
、
 

其
の
收
益
が
拊
加
せ
ら
る
^
こ
と
^
得
な
ふ
際
に
の
み
、
永
久
的
に
獨
占
值
格
で
.販
寶
せ
.ら
る
、
こ
と
が
11
}
來
る
の
で
_あ
る
。
%
く
の 

勿
き
際
に
は
S

作
地
の
あ
ら
ゆ
る
箝
1分
並
び
に
土
地
の
上
| ;

使
用
せ
ら
る
、
资
本
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
は
、
收
獲
に
於
け
る
藉
違
に
P

 

じ
て
多
^
相
違
は
あ
る
が
、
地
代
.を
生
す
'る
で
あ
ら
ぅ」

と
論
じ
、(principles, op- 

c
i
r

pp. 

2
4
2
-
2
4
3
0

、
.
JがV

义
、r

 
一
J
y 

あ
ら
ゆ
る
部
分
に
於
い
て
，、
又
最
髙
の
码
俊
造
耕
作
せ
ら
る
、
に
至
る
运
は
、
常
に
土
地
の
上
に
^

せ

ら

る

、

句

等

の

地

t
を
も
k 

じ
な
い
資
本
の
.
1部
分
が
.存
す
喝」

と
做
し
て
ゐ
る
:°(ibid,,

、p
; 

S
4
5
0
O

避
れ
等
の
所
言
は
、
實
に
、
彼
れ
が
較
差
地
代
の
外
に
、

1

般
地
代
の
生
じ
得
る
こ
|

,
認
め
た
る
の
斟
實
を
充
證
し
つ
、
あ
る
の
觀
を
與
へ
る
。
而
し
て
、
後
训
の
經
濟
學
次
、
卜
*池
の
女
f 

ブ
似
讀

;-
(
:现
次
沈
：入：

,«
: ^
如
^
恶
含
”

^
地
坐
逾
#

|:
靡

投
^

k

>に
':
-
|
.
1
で
.
.隨
つ
て
挺
き
に
は
典
の
價
格
を
以
つ
.て
辛
じ
，_て
，
費

用

を

補

償

す

る

7ふ
と
の
出
來
た
最
後
の
土
地
の
使
^
に
耍
す
る 

費
川
畴
徼
却
せ
し
む
る
ば
か
り
で
な
く
、，
-M
ら
に
之
れ
を
超
過
す
る
に
至
り
、
玆
に
も
亦
、
地
代
を
组
ぜ
し
め
る
こ
と
、
爲
る
を
承
認 

.
•
•
し
な
1;
れ
ば
':
^

^
な
か
.つ
た
:0
即
ち
、.
.土
地
生
.產
物
に
對
す
る
需
澳
へ
の
增
加
に
對
し
'て
：土
，地
.の
稀
少
な
^
の
«
實
に
山
つ
て
生
す
る
地 

イ

W
ち

「

稀
少
犯
代」

.(

；̂

占
^
^
1
:
3
艺
&)

が

「

較
差
地
代」

(pifferentialrente)

と
對
立
し
め
ら
れ
る
こと

- ：*

爲
る
。
然
し
.

な
が」

、
&

Y

Tの
土
地
.が
悉
く
耕
作
せ
ら
れ
、.
'而
じ
て
猶
ほ
“
り
多
く
の
土
地
に
對
す
る
需
製
が
存
す
る
に
别
ら
中
、
之
れ
を
f
山 

す
こ
と
が
川
來
す
、
乂
食
料
の
輸
入
が
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
更
ら
に
集
約
的
な
る
緋
作
に
侬
つ
て
其
の
围
内
’に
於
い
て
食
刺
の 

附
加
的
佻
給
を
银
げ
る
こ
い
は
对
能
で
あ
る
。
最
劣
等
地
が
地
•'代
を
有
す
る
に
至
る
，の
は
、
決
し
て
リ
力
！
ド
ォ
の
言
ふ
が
如
く
、
 

「

姐
ら
じ
多
ベ
の
.資
本
が
地
所
の
上
に
商
利
に
使
用
せ
ら
.る
、
こ
と
が
出
來
す
，，
S

收
觀
が
®
加
せ
ら
f

こ
と
を
得
な
い
際」

?

は
な
い
。
而
し
5

、
所H

稀

少

地

代

は

霧

驚

と

、
f

靠

よ

り
A

f

に
寒
な
る
土
地
が
®

^

し

芸

ら

ば

、

之
れ
に
す
ら
依
樹
甘
ん
と
す
：
所
の
も
の
と
の
較
差
よ
り
生
ず
る
もS.

と
も
稱
し
得
よ
ぅ
。「

稀
*
地̂
代」

は
廣
義
に
於
け
る

^
 

利
益
に
對
す
る
突
拂
と
稱
せ
ら
る
V
を
得
可
き
で
あ
る
。
前
揭
租
税
論
中
に
於
け
る
リ
ヵ
ー
ド
オ
の
所
言
は
遊
だ
不
可
解
の
も
の
で
あ 

つ
て
、
/K
I-
1人
は
彼
A
が
其
の『

I

』

の
I

を
通
じ
て
較
道
代
理
論
I

す
る
を
得
な
か
つ
た
こ
と
を
逍
憾
と
す
る
も
の
で
あ

mI S

リ
ヵ
1

ド
才
の
地
代
論
か
ら
の
最
も
馨
な
る
推
論
は
、
M

代

は

無

費

：^
に
人
る
こ
と
な
く
、
隨
つ
其
の
輕
繁
し
く
は 

ぎ
^.
;
よ

,1
^:
;
0:
-
:上
に
何
鲁

0:
;
像
來
を
.レ
有
^ -

る
泰
七
# :

か
^

.«
1
:̂

-1
;
面
肊
存

# -

;1
^

經
濟
跟

€

^

三
1{
參
照)

。
®

だ
に
地
主
に
對
し
て
顯
著
な
る
名
#

と
有
用
のi

位
を
與
へ
fr
ば
か
り
で
な
く
、
«
仁
大
度
な
る
自
然
の
批
性
的
慈 

.愛
办
證
左
土
^

て
也
代
め
.存

贫

あ

觀

於

重

農

爆

派

的

暴

铽

玆

屢

：会

に

藤

棄

せ

:^
^

方

」

薇

箐

差 

ハ 

\

 

九

」 

ノ 

リ
ヵ
丨
ド
ォ
の
地
代
說
は
-唯
り
彼
れ
の
地
代
に
關
す
る
限
定
せ
ら
れ
た
る
囊
を
濟i

t

し
、
又
彼
れ
、自
身
器
に
設
定
す
ろ
こ
ふ
の 

な
か
つ
た
敝
密
な
る
货
楚
の
下
に
於
い
て
の
' 
み
駿
黎
せ

ら

れ

得
ざ
る
も
の
と
爲
る
に
過
ぎ
な
いO

是
t
等
の
定
義
と
假
觉
と
を
認
す 

n
v
i、
皮

,̂
の
塊
代
理
論
は
明
白
且
っ
平
凡
な
る
も
の
と
@ .
る
の
で
ぁ
っ
て
、
其
の
极
本
思
想
姑
今
日
に
.至
る
も
猶
ほ
依
然
と
し
て
F
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應
讓
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地
代
思
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ぐ
メ 

.
同
f

も
の
が
あ
々
と
稱
せ
ら
れ
で
ゐ
る
。
而
も
、，
夫
れ
だ
け
に
其
で
實
際
的
適
用
性
に
至
つ
て
は
®
だ疑

！
：

の
餘
地
多
き
も
の
で
あ 

し
"
'
,
'

'

る
。
リ
ヵ
*
~ド
ォ
.の
地
代
說
が
唯
り
最
近
の
時
代
及
び
最
小
,0
地
域
に
の
み
_
用
せ
レ
れ
得
る
に
過
ぎ
ざ
る
こ
と
を
_

し
、
共
の
亂 

‘'•
:

. 

柢
を
成
'せ
る
社
會
的
戡
礎
を
明
示
し
、
而
し
て
地
代
が
決
し
て
單1

な
る
原
理
に
依
つ
て
說
叨
せ
ら
る
、
こ
-と
の
Mi
來

ぬ

も
，の
で

あ
.

入

、

り
、g

々
な
る
原
理
が
、
f

i

g

代
に
於
い
て
、
又
、
9

な
墓
情
の
下
に
於
い
T
作s

し
來
つ
た
矣
、ふ
^

i

に
到
達
せ
.る
/ 

‘

(

も
の
に
リ
チ
ャ
I

ド
•
ジ
ョ—

'
V

ズ
が
あ
つ
た
。
#

れ

は

單

に

リ

，
ヵ
、

ド

ォ

流

の

較

差

地

忙

と

區

別

せ

ヶ

る

可

き

稀

少

地

代

の

存

和

の

み 

’

で
な
く
、
彼
れ
の
論
述
せ
る
性
質
の
地
代
を
產
し
っ
、
あ
る
制
度
的
要
素
‘の
意
義
を
も
體
得
せ
る
も
の
で
あ
つ
た
。(『

經
濟
學
史』

一
*

V

上

卷

五

四I
I五
六

、

1

頁

及

び
『

杏

他

西

洋

經

濟

書

解

題

』

五
七
，七

丄

ハ

Q
r
J
K

參

服)

o
.°
尙
ほ
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
書
を
獱
ん
で
之
れ
こ 

’
共
鳴
せ
る
背
に
スク
ロ
!
ブ
の
在
つ
た
こ
と
も
、
苦
人
が
他
の
機#
に
於
ず
て
述
.ベ
ね
が
如
く
.で
t
o
. 
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田
學
會
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广
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濟
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シ
ス
は
炎
國
に
於
け
る
歷
史
學
派
の
先
驅
者
を
以
つ

て

目

さ
る
！2

>

き
も
の
で
南
0
^'
か
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>

共
の
後
マ
同
國
歷
史
學
眩
の键
濟
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民
地
代
，が.第
屮
七
世
齡
^

'
る
裔
味
に
於
い
て
も
攀
的
で
な
か
つ
た
こ
と
を
指
摘
し

r

而

し

て

、

，
リ

.力
1

-

ド
.ォ
.學
派
の
理
論
家
に
ょ
つ
て
聞
却
せ
ら
る
乂
こ
と
の 

大
で
あ
つ
凇
農
業
資
本
の&1
定
性
を
重
視
し
、.銀
行
に
於
け
る
差
引
淺
髙
若
し
く
は̂

^

^

|

知
廣
に
於
け
：|

資
と
殆
ん
ど
金
く
同 

蹂
の
容
易
さ
を
以
つ
て
操
作
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
の
如
く
に
農
業
及
び
エ
業
資
本
に
就
い
て
記
述
し

0

1
あ
.る
思
辨
學
派
の
經
濟
地 

代
論
に
於
け
な
假
定
が
染
し
て
ょ
く
第
十
九
11

|
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紀
末
の
务
國
に
於
い
て
す
ち
適
へ
用
せ
ら
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や
否
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疑
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と
し
た
タ
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地
代
现
論
は
又
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其
の
驻
礎
に
於
い
て
批
判
を
受
け
、
.
'
1面

.^
於
い
.
.て
普
^

化
_せ
ら
”

ら
れ
た"

1

部
の
學
潸
は
地
代
を
以
つ
7C
自
然
な
る
生
產
婴
素
と
關
聯
せ
る
琪
象
と
•し
て
了
解
す
る
こ
と
な
く
、
生
産
に
協
力
げ
ろ
组 

產
耍
素
の
一
が
_特
別
利
潤
を
齎
す
こ
と
が
川
來
る
國
民
經
濟
に
於
ぃ
て
は
普
.く
現
.れ
'カ

〗

_

^
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を
以
0
^
交
換
懷
値
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有
す
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用
益
の
ハ
あ
ら
ゆ
る
持
彼
的
栽
礎
と
做
し
仁
ゥ

ィ
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へ

ダ
ム•

フ
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，マ
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±
地
，か
脈
得
を
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_ず
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(|
|

|

持
續
す
る
財
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で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
が
故
に
、
之
れ
を
^
;本
の
下
，に
盥
か
ん
と
し
仁
。(staatswirtbscbaftliche 
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t
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i
h
g
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彼
れ
は
.又
、
レ
ン
卜
が
自
然
的
稀
少
に
蓝
く
踢
合
を
除
い
て
は
、
之
れ
と
利
子
と
の
問
の
區
別
を
，廢
除
し
た
。

彼
れ
は
土 

地
を
也
含
す
る
資
本
の
實
際
的
勤
務
、
即
ち
彼
れ
の
所
謂
用
益(

^
u
t
z
u
n
g
)

が
稀
少
で
あ
つ
て
、
斯
く
て
又
、
逄
れ
等
の
も
の
、
+
r
: 

拂
が
一
の
坐
鹿
跋
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。

レ
ン
ト
は
競
^

中

に

入

り

來

る

新

，た
，
な

み

坐

產

手

段

が

前

以

つ

て

適

;«
せ

ら

れ/:
仍

淀
 

資
本
よ
り
も
劣
れ
る
收
益
力
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
は一

般
に
現
れ
る
餘
分
(?
)
•利
潤
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
場
合
に
は
坐
^
物
は
唯
り 

前
の
も
の
よ
り
も
高
き
©

相
に
對
し
て
の
み
生
產
せ
ら
れ
る
こ
と
が
出
來
る
。
然
.し
な
が
ら
、
よ
り
收
益
カ
あ
る
同
定
資
本
の
生
^
物 

は

同

様

の

似
^

に
»

し
て
販
寶
せ
ら
る
、
を
以
っ
て
,>
愚
れ
等
の
も
の
は
濟
通
の
資
本
收
益
以
上
0 '
餘
，剩
を
兆
の
販
質
背
に
與
へ
る
。 

.

.地
代
は
単
に
斯
く
の
如
#1

般
的
.レ
；イ
ト
現
象
の
特
殊
の
場
合
た
る
に
過
^-
ざ
る
も
の
で
あ
ゐ
。(
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d
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.
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阈
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恐
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く
は
外
國
か
ら
の
輸
出
禁
||
:
に
山
っ
1:
增
加
の
困
難
な
る
輸
入
機
械
を
使
用
ず
る
際
に
は
、
地
代
，と
正
確
に
^

似
す
る
辦
情
が
發
生
す 

气

今

*
斯
く
の
如
き
機 
<
の
援
助
を
以
つ
て
虫
患
せ
ら
る
、
貨
物
の
價
格
が
.騰
貴
し
た
と
假
矩
.t
る
。
®
し
或
る
人
が
岡
内
に
於
い 

て
、
-费
用
大
に
し
て
而
も
劣
等
な
る
耩
造
の
爲
泠
に
能
率
'小
龙
る
機
械
を
以
つ
て
©

み
製
造
を
行
ふ
こ
と
が
出
來
'る
と
し
た
な
ら
'は
、

地
代
卑
紅

‘史
_
麒

Q

2
五)

:
/ 

v 

,

「

.
,J:
.
V
,
:
T
.
'
.
f
s

ふ
.：；
：；
.
*
;
»
-

I

-
V

い.：.
.：：.：m
.
.
.
.
. 

；
：

. 

-•パ

f t

f* *
t

f

丨

I

f

?

r

層

1：

I :

I

i :

I

j 5

h



、
地
代
思
想
史
，槪

•御

' 

’
パ

.
'
ノ 

三
ニ 

Q
fr
H
ハ)

,

最
上
の
機
械
が
使
用
せ
ゝ
、I

X
場
合
よ
り
も
.生
產
R

は

尙

，
ほ

一

膝

大

な

る

ML
き
で
あ
る
。
價
格
の
、騰
貴
が
確
保
す
る
刹
益
は
^

く
趕
良
.
 

な
-^
機
械
の
尺
有
者
に
保
^
^
ら
る
可
き
で
あ
ら
う,0(foidd 

S
.
1
6
6
.
)。

則
定
資
本
に
對
す
る
收
益
は̂
收
入
と
本
び
凡
^
^
及
ド 

盥
換
t

と
の
出
の
相
違
で
あ
つ
て
、其
の
當
時
の
利
率
よ
り
も
以
上浩
し
く
は
以
下
な
る
こ
と
が
あ
る
で^ '
ら
う
。
へ
ル
マ
ン
は
W

役 

の
收
益
を
一
の
レ
ン
ト
と•し
て
分
類
す
る
。fa
1
楚
資
本
のI

部
が
肌
衔
背
を
鏈
す
る
と
共
に
、.そ
は
、
市
場
に
於
い
て
、
斯
く
の
如
き 

投
資
め
方
丽
に
轉
衔
な
る
位
險
其
の
他
に
對
し
て
斟
酌
’を
行
つ
て
、
常
時
の
利
躍
に
よ
つ
て
此
の
レ
ン
ト
を
割
引
す
る
に
よ
つ
て
評
惯 

せ
ら
る
可
旮
で
あ
る9
斯
く
て
、
所
有
蔣
を
變
じ
た
後
に
於
い
て
は
、
此
の
同
觉
喪
本
に
釾
す
る
收
益
は
、
あ
ら
ゆ
る

仙
の
資
本
の
使 

用
か
ら
収
得
せ
ら
る
可
含
收
益
と
一
列
な
ら
し
め
ら
る
可
き
で■あ
る
。(ibi<L, 

w
. 

s
QO
^.
fc
o
oo
s
o.
o 

^

然
る
に
、
ヘ
ル
マ
ン
と
共
に
獨
逸
的
分
柝
の
傅
統
が
歷
史
學
派
に
よ
つ
て
高
潮
せ
ら
る
る
、に
至
る
以
前
に
於
け
る
其
の
表
明
^
と
し 

て
傑
出
せ
る
フ
プ
ノ

 

•
チ
r

ネ
ン
は
、
リ
ヵ

-

ド
，ォ
か
ら
獨
立
に
地
代
の
理
論
を
研
究
し
、
而
し
て
恰
も
彼
れ
の
其
れ
と
等
し
い
紹 

艰
に
到
達
し
た
。
彼
れ
の
方
法
は
y

ヵ
ー
r

ォ
と
等
し
く
杣
象
的
掀
縛
的
で
あ
つ
たO

而

も

，、

彼

れ

は

啓

き

地

生

の

家

柄

ょ

り

川

で

、 

如
し
て
彼
れ
自
S

際
的
農
業
家
で
あ
り
•

且
つ
其
の
理
論
的
研
究
を
彼
れ
の
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ダ
•
シ
ュ
ヴH

リ

ン

な

る

テ
：：

ゥ

の

農
 

埸
に
於
け
る
彼
れ
の
實
地
9
經
驗
に
逃
い
て
^

^
す
る
こ
^
が
出
來
た
の
で
あ
る
0

彼
れ
は
其
の
名
紫『

孤
立
關』

(
j

千
八
：rL4
下
六 

|

六
十
ヒ
年)

に
於
い
て
、
•励
餘
の
世
思
か
ら
金
く
孤
'立
し
た
、
航
行
し
得
可
き
河
川
若
'し
く
は
運
河
な
く
、
遍
く
沃
度
を
等
し
う
せ 

るs

形
の
地
域
を
•靈

し

、

'r
f
i
j
し
て
、
m

费
の
中
心
た
る
唯
一
の
大
都
市
の
位
す
る
中
心
か
ら
办
距
離
が
、
如
何
に
各
筒
の
！！
心
地
帶 

1;
於
い
て
經
營
せ
ら
る
可
き
»

祚
法
に
货
響
ず
る
か
を
問
遇
と
し
\
取
6
扱
つ
た
の
で
あ
る
0

都
市
は
金
地
域
に
一
切
の
丁
：藝
品
を
具
' 

給
し
、
之
れ
に
代
へ
て
其
の
食
料
品
を
收
受
し
'

而
し
て
ノ
金
«

と
鹽
と
は
其
の
附
近
に
於
い
て
坐
鹿
せ
ら
れ
る
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斯

の

如

き

：推
.定
，の
下
に
於
い
て
は
、
.

「

概
し
て
' 

都
市
の
评 

近
に
は
共
の
钱
値
に
比
例
し
て
大
な
る
重
量
を
有
す
る
I
か
、
浩
、し
く
は
極
め
て
當
張
つ
た
も
の
で
あ
つ
で
*
之
れ
を
該
都
市
へ
輸
炫
す

る
^

明
が
、
备
れ
ょ
り
も
遠
隔
な
る
地
域
.に
於
け
名
生
產
.を
妨
ぐ
る
迄
に
著
大
..な
る
產
物
.
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近
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现
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騵
4
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ぬ
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>
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激
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名
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は
f

に
最
も
近 

い
圈
内
^
於
い
^
は
園
藝
的
作
_
が
,
賴

せ

ら

ふ

可

脅

〕

^:
を

指

摘

す

必
:0

牛

飛

飞

亦

、
崔
 

隨

つ
-1
:
、

程
高
<;
:上
ら
な
於
ば
な
レ
ぬ
'0
'(

デ
^

^

^

^

亦
滷
用
す
る
。
運
歡
：に
用
ひ
ら
る
：厶
荷
馬
車
風
：の
«

座
：の
飼
料
に
對.し
，て
.然
;^

可
含
考
«

を
行
ひ
"
”

樹
到
.に

輸

接

費

を

.分

析

せ

る

後
、 

彼
れ
は
四
九
*

九
五
酿
0

距

離

仏

於

い

：
て

&

_

無
僧
値
と
爲
り
、_

ム
气
>

&
め
蹈
離
冬
敏
ぇ
て̂

て

生

速

せ

ら

れ

る

，
こ

と

が

W

來
れ
と
し
て
も
猶
ほ
、
耕
作
は
不
可
能
と
爲
る
迄
の
都
市
ょ
り
の
種
々
な
る
距
離
に
於
け
る
穀
物
に
対
す

る
惯
値
'の
遞
減
的
度
合
を
表
示
す
る
。
?

‘
a
. 

p
 

a

 

M

W

0

O
玆
に
、
大
多
數
の
近
代
ぼ
用
理
論
の1

部
?:
る

費

用

と

價

格

と

の

間

の 

.

:
 

•

地
代
與
想
史
'概挪
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量
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S
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、
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連
結
に
_
す
る
叙
述
が
#

す
る
'も
0
と
言
似
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.°
1

i

農
場
は
常
に
a
物
、
剐
檣
、
立
木
及
び
其
の
他
土
壊
か
ら
分
離
せ
ら
れ
得
る
有
價
物
件
を備

へ
て
ゐ
る
。
斯
く
て
、其
の
農
陽
の 

坐
ず
る
所
得
は
總
べ
て
土
壤
か
ら
坐
す
，る
の
で
は
な
、く
し
て
、

一

部
分
は
又
軍
に
是
れ
等
の
有
價
物
件
に
投
入
せ
ら
れた
资
木
に
對
す 

る
利
子
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
るタ
全
部
の
所
得
か
-̂

、
土
壊
.ょ
ヶ
解
き
放
さ
れ
得
る
物
件
に
投
入
せ
ら
れ
た
總
べ
て
の
.資
本
に
對
す 

;

刺

子

に

ょ

つ
て
表
示
せ
ら
る
、'所
の
も
の
を
控
除
せ
る
後
に

殘
存
し

、

斯
く
て
又
土

墟
其

の

^

に
磁
す
る
部
分
が
十
；地
地
代 

(
L
a
n
d
r
e
n
t
e
)

と
^

附
け
ら
れ
る
こ
と
が
出
來
る
。

(

.£
a
: a. 

p
 S.

2
3
0
。

穀
物
の
價
格
を
決
定
す
る
諸
原
因
，の
^
察
は
自
か
ら
地
代
の 

趄
原
の
說
明
に
绰
か
れ
る
へ
、
共
の
所
坡
の
穀
物
を
取
得
す
ざ
が
.爲
め
に
は
、
該
都
市
は
策
も
遠
隔
な
る
生
產
费

(

其
の
穀
物
を
そ
.が
猶 

ほ
欲
望
す
る
所
の)

の
場
合
に
於
け
る
纸
產
毀
及
び
輸
送
费
を
偾
ふ
に
足
る
惯
格
を
支
拂
は
ん
こ
と
を
期
せ
な
け
れ
ばな
ら

ぬo

楚
に 

於
い
て
乎
、
，チ
ュ
ー
ネ
ン
は
啻
だ
に
孤
立_
に
對
し
て
の
み
な
ら
，か
實
際
に
對
し
て
も

「

穀
物
の
價
格
は
、
其
の生
產
及
び
市
，場
へ
の
引 

渡

の

费

用

•か
^
高
で
あ
り
*
而
も
、
共
の
耕
作
が
穀
物
に
對
す
る
欲
望
の
滿
足
に
取
つ
て
必
要
な
る
農
場
の
地
代
が
零
下
に
降
る
こ
と 

.が
な
い
迄
に
商
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

」

と
茇
ふ
一
般
法
則
を
權
成
す
る
。
パ
P
.珍
，
0
.
, 

S- 2
2
6
,)。

然
し
な
が
ら
、
購
入
紫
に
取
つ
て 

は
、
11
/
場
の
附
近
に
於
い
て
生
產
せ
ら
る
、
穀
物
は
遠
方
で
生
產
せ
ら
る
、
其
れ
と
問

一
價
侦
の
も
の
で
あ
つ
て
、n疋
れ
等
の
孰
れ
が
之 

れ
を
市
場
に
齎
す
る
；

2

最
も
大
な
る
费
用
を
要
す
る
か
は
彼
れ
に
取
つ
て
無
關
心
事
.で
あ
る
。
該
都
市
の
近
傍
に
於
け
る
组
鹿
客
が
、 

彼
れ
の
费
す
所
■の
も
の
以
上
に
收
受
す
る
所
の
も
の
が
、
彼
れ
に
取
わ
て
の
純
利
得
で
あ
る
。(a. 

?
: p
 S. 

2
2
9
0
。

這
般
の
利
得

. 

は
持
續
的
で
あ
つ
て
、
苹
々
復
歸
す
る
が
故
に
、
彼
れ
の
農
場
の
土
地
も
亦
年
々
の
地
代
を
m
ハ
へ
る
。斯

く
て
；？：！：

人
は
地

代

の̂
明
に

;
;證

水

ぼ

儀

：
ー
：
；
農

#

.0

地

：
代

は

、
：
，
：
ネ
：が

^

位

置

懲

く

减

 

な

ら

ぬ
般
劣
等
の
«
場
以
上
に
有
す
る
優
，越
小
ら
坐
中
る
し
と
1石
ふ
も
の
*か
卯
ち
是
れ
1?
ぁ
る
。(

a
.
^
o
.
, 

s
.
‘2
3
0
,)。

^
*
v
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t
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ヴ
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;
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ぐ
.
：
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ぐ
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.•
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r-
.

i

.

-

 

.
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.

 

f.

_.，ひ; ^

チ
\
丨
ネ
ン
の
现
論
は
實
質
的
に
リ
ヵー

ド
ォ
の
較
差
地
代
說
と
相
違
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
れ
は
沃
度
に
於
け
る
相
違
に
就
い 

て
！

K

々
し
て
は
ゐ
る
が
、
避
れ
を
彼
れ
の
分
析
に
於
け
る
一
原
闪
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
な
く
、
先
づ
唯
り
位
蹬
及
び
輸
送
炎
に
於
け 

る
相
違
の
名
辭
に
於
ぃ
て
金
槪
念
を
精
巧
に
軋
明
し
た
。
彼
れ
は
•所
蘭「

位
mlt
L
の
地
代」

を
以
つ
て
此
の
莢
目
㈣

^
罾
苕
に
ょ
つ
て
全 

く
注
意
せ
ら
れ
な
い
で
は
.な
か
つ
た
の
で
あ
/0

が
、
未
：̂
十
分
に
考
察
せ
ら
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
も
の
と
览
雅
し
れ
の
で
あ
る
。

M1
I
-述
‘の 

如
き
力
法
に
^

つ
て
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
到
達
し
得
た
.地
代
0
純
然
た
る
生
產
胬
餘
剩
槪
念
は
後
の
經
濟
_

者
を
し
て
之
れ
を
土
地
以
外
0 

虫
産
要
素
に
搠
張
す
る
を
遨
か
■に
容
易
な
ら
し
め
仁
。
彼
れ
が
リ
ヵ
ー
ド
オ
以
上
に
す
ら
限
#

槪
念
を
使
用
し
た
こ
と
は
又
、
地
代
4
 

生
産
諸
^
素
.の
報
酬
に
關
す
る
.

1

般
的
理
論
と
の
連
接
を
可
能
な
ら
し
..め
た
0

彼
れ
は
义
'

..f
t

數
地
代」

0
現
象
を
■

め

之

.t
を 

分
析
し
た
敁
初
の
人
で
あ
，る
と
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
斯
く
の
如
き
も
の
は
、

1

の
地
所
か
ら
取
得
せ
ら
れ
る
收
獲
が
、
土
地
に
投
入
せ 

ら
れ
て
1|
:
ハ
の
冏
矩
的
形
態
に
|1
1
つ
て
容
易
に
之
，を
1
!收
し
更
ら
に
衔
利
な
，る
方
向
に
轉
ぜ
し
め
ら
る
、
こ
と
を
得
な
い
資
本
に
対
す
る 

利

您

勘

定

を

愤

が

こ

と

の

な

い

場

合

に

は

常

に

生

中

る

所

の

も

の

で

あ

る

,°(

尸

o
o S. 

2
6
0
0
彼
れ
は
乂
>.絕
對
地
代
の
办
相
を 

も
«

過
ダ
る
、こ
と
が
な
か
つ
/:
。
彼
れ
は
之
れ
を
ー
部
分
は
土
地
耕
作
の
集
約
化
並
び
に
同
時
的
赁
銀
の
減
逛
に
、
ニ
部
分
は
设
く
則 

敷
せ
ら
れ
た
改
R

に
投
入
せ
ら
れ
た
資
本
が
利
患
勘
足
以
上
に
印
々
.收
益
を
坐
す
る
の
第
實
に
求
め
た
。
f
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^
^
n
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N
a
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H
c
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D
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'
l
.

0 0

7
5
, 

z^aiter 

Theil, 

II. 

A
b
t
；heilung, 

s
，

7
0
-
7
2
0
0

然
u
/i
:
が
ら
、
チ
ュ
ー
ネ
ン
の
言
說
せ
る
地
代
は
主
と
し
て
較
藉
地
代
で
あ
つ
た
。
澌
ぐ 

で
、
彼
れ
が
地
代
に
對
す
る
課
税
を
論
中
る
に
至
つ
た
時
、
彼
れ
は
、，
地
代
の
一
部
が
'國
家
に
引
き
波
さ
れ
な
け
れ
•は
な
ら
ぬ
と
し
て 

も
、
そ
は
麾
も
農
業
の
形
態
若
し
く
は
脆
圍
を
變

更
す
る
こ
と
が
な
い
で
.あ
ら
ぅ
と
稱
し
た
の
で
あ
る
。
其
の
地
代
が
零
に
近
い
諸
農 

場
は
始
ん
ど
這
般
の
租
稅
々
負
擔
す
る
こ
と
な
く
、
‘而
し
て
最
も
遠
隔
又
は
婧
劣
等
な
る
農
蘇
は
影
響
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ら 

、

地
代
思
；恕
史
概
觀
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安
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地
代
思
，

想冉
槪觀
，

'
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令
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■
 

' 

:

圓 

„ 

, 

•
ニ

：
.
. 

- 

■
-

う
。
楚
に
於
い
て
平
、
鄉
く
の
如
'き
租
掷
は
軿
作
の
範
圍
、
入
口
、
資
本
の
投
下
、，
蒞
し
く
は
產
物
の
量
に
宿
窖
な
る
作
用
を
及
ぼ
す 

こ
と
を
得
な
い
で
扎
ら
う
。
洵
に
*
地
代
の
全
部
が
租
税
に
よ
つ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
共
の
土
壤
は
以
前
と
變
り
が
な
い 

.で
あ
ら
ラ
。(

D
e
r

 isolierte 

Staat, 

h
r
s
g
.

 

v. 

w
a
s
t
i
g
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.
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a. 

p
, s. 

3
4
6
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\
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V 

.

.

英
阈
に
於
い
て
は
、
リ
カ
ー
ド
ォ
の
學
徒
ジ
ユ
ー
ム
ズ

*

ミ
ル
は
、
.リ
カI
ド
ォ
の
地
代
論
及
び
租
税
論
を前
提
と
し
て
-

リ
カ
ー

 

ド
オ
肉
身
の
引
き
出
すこ
と
な
く
し
て
止
ん
だ
儲
論
に
到
達
しr

產
,

永
階
級
の
刷
益
の
舄
め
に
課
税
の
力
に
依
る
地
代
の
沒
收
义 

は
其
の
it
#
化
を
主f

し
、
土
地
の
耕
作
は
資
本
家
に
侬
存
す
るも
の
で
多
つ
て
-「

彼
れ
は
そ
れ
が
普
通
の
資
本
利
潤
を
彼
れ
に
與
‘
 

ぺ
る
際
に
は
這
%

の
業
務
に
從
祺
す
る
9

彼
れ
が
餘
剩
を
地
代
の
形
態
に
於
い
て個
人
的
所
貧
#

に
支
拂
ふ
か
葙
し
く
は
歲
人
の
其
れ 

に
於
い
て
政
俯
の
收
税
吏
に
支
拂
ふ
か
は
彼
れ
に
取
つ
て
，純
然
た
る
無
關
心
事
で
ぁ
る」

と
做
し
た
。(『

經
濟
學
史J

上
翁
四I

一
五
丨
四

ニ
六
3
參
照)

。
 

.

.

.
 

-

* 

.
、
 

, 

.

彼
れ
の
子
ジ
ョ
ン

•
ス
チ
ユ
ァ
ー
ト
•
ミ
ル
は
先
づ
リ
カ
ー
ド
オ
流
の
見
地
か
ら
價
格
に
對
す
る
地
代
の
關
係
を
論
述
-b
、
地
代
を 

.

以
つ
て
農
產
物
の
似
値
を
決
觉
す
る
坐
鹿
费
中
肊
於
け
る

一
要
素
で
は
な
•い
と
觀
た
。
然
し
な
が
ら
-
彼
れ
は
之
’れ
に
對
し
て
例
外
の 

場
合
の
存
す
る
こ
.と
を
認
め
た
。
' 晋
人
は
、
制
等
か
の
附
加
量
を
生
產
す
る
が
爲
め
に
は
其
の
坐
鹿
物
に
よ
つ
て
養
は
み
\
よ
り
も
以 

上

、の

勞

働

を

要

求

す

る

逛

に

人
：！

充
滿
し
、
其
の
耕
作
し
得
可
き
土
壊
の
總
べ
て
が
全
く卜：：

荷
せ
ら
れ
た
る
：|

國
を
想
像
す
る
こ
と
が 

H*
*來
る

:

°
rし
て
.
.若
し
吾
人
が
斯
く
の
勿
き
も
の
：を
以
'つ
て
_全
#
界

若

.1
,
.く
は
外
國
の
供
給
か
ら
阻
害
せ
ら
れ
?:
.
|阈
の
汰
態
で
ぁ 

る
と
想
像
す
る
な
ら
ば
.
*人
ロ
に
し
て
增
加
し
續
け
る
場
合
'に
は
、
'±
地
及
'ひ
其
の
廒
物
は
事
實
獨
占
若
し
く
は
稀
少
價
値
に
騰
赀
す 

る
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
、
ミ
ル
は
斯
く
の
如
き
事
漁
を
以
つ
T*
恐
ら
く
は
爾
餘
の
社
會
か
ら
遮
斷
せ
ら
れ
^
或
る
小
島
に
於
け
る

染 ^;，袖 >
.J I . _   V

外
は
、
斷
じ
て
事
實
何
處
に
も
存
在
す
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
所
の
も
の
で
あ
り
、
又
其
の
#
在
す
可
き
何
等
の
虞
れ
も
存
せ
ざ
る
も 

.
の
で
あ

る

と

思
^
し
た
。(prin&ples 

o
f 
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^
o
n
o
m
v
.
w
i
t
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S
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S
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P
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致
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5
容
0
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;
:
/
祈
<

の

如

き

考

，
べ
：
方

は

ジ

ク

土

!;
::.オ
ッ
ト
：
，
ヶ

ァ

ン

ズ

に

'も
及
ん
'だ
？
彼
れ
も
亦
、
地
代
が
貨
物
の
價
、

-
.
.
.
-
.
.
.
• 

■ • -

■

•

•

:

.

:
 

.
' 

.

.

.

.

.

.

.

. 

'

,
®

に
'

け̂
る
ニ
"要
素
.た
.な

場

合

の

，
有

.り
#

る
こ
.
と

を

認

め

わ
'の

で

ぁ

^
が

ノ

ー

而

も

這

般

の

場

合

が

一一'般
的
_

論
を
_

す

，
しと
の

な

.い
の 

は
、
也
化
0
經
濟
理
論
を
熟
知
せ
.る
：
者

の

認

知

ず

可

ぎ

所

で

^

る
と
說
い
て
居
つ
打
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、V
3V
の
僙
値
现
論
.は
特
殊
の
時
期
へ
に
於
：

b

る
特
殊
國
民
の
^

^
的
利
害
1C
'
;ょ
：つ
T
制
限
せ
ち
れ
る
.こ
^

が
.比
較
的
,

な

く

、'■
!
!
ら

に
 

-廣
汎
な
る
交
換
0
**
論
に
嫌
し
1

更
ら
^

大
な
る
汝
意
を
财
へ
^

の
で
^

る
.が
、
而
^
ノ
'彼
取
'は
- #
0'
: *
0

第
四
編
：に
於
いy

メ

製
造 

業
に
.於
.け
.る
勞
働
の
^'
：
產
カ
が
不
斷
に
.禮
加
す
る
の
傾
向
は
製
造
エ
«

品
を
し
て
其
め
價
格
を
減
少
せ
し
む
る
に
反
し
、
..農
業
產
物
の 

贺
咯
は
餻
貴
す
を
の
傾
尚
の
ぁ
る
こ
土
を
齋
禾
し
、(ibid., 

b
k
*
I
V
.

 )

&
»-
.
r-
~
§
§ぞ
^

广
へ
地
法
,'
資
本
象
^

び
.勞
働
翁
か
ら
組
織
せ； 

ら
枚
营
.
：社
;#
:

の
：經
_

的

雄

步

ば

、
へ
：：勞

働

款

の

生

活

廣

を

.し

.て

あ

る

に

反
し
、
#
次
_
主
阶
級
を
貪
裕
な
ら
し
^

る
の
衡
时
ぁ
る
も
の
と
說
い
た

。
.
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F
 

«K
5

。

而
し
で
、
彼
れ
は
一.千 

'
Ll-
I
b
 
卜
^
-
'
b
■

月

の：Mxplanator_y statement of, the

.

.

. 

p
r
o
g
r
a
m
m
e

 of the, 

X
J
a
-a.Tenure 

iteform 

Association -
^
.

の
他 

Li

於
い
て
國
家
を
し
て
土
地
の
自
然
的
咐
惯(unearned 

^
i
n
c
r
e
m
e
n
t
)

を
領
有
せ
し
め
ん
と
す
る
の
意
見
を
表
明
し
て
ゐ
る
。 
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ミ
ル
は
分
配
の
改
善
を
以
っ
て
社
#'
主
_

的
手
段
が
有
利
に
使
用
如
ら
れ
得
る
限
り
之
れ
を
無
視
す
る
こ
と
な
く
丼
の
企
圖
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_
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三
三
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的
を
愈
々
売
金
に
實
現
す
；る
に
山
つ
て
成
就
-ち
得
る
も
の
と
思
惟
し
た
，の
で
あ
る
が
、
之
れ
に
反
し
て
、
米
國
の
へ
ン
リ
イ
•
チ
ャ
1 

'
>ズ*
ケ
ー
リ
イ
の
如
き
は
、
個
人
生
義
的
經
濟
繆
を
贾
ら
に
^
固
な
る
菡
礎
の
上
に
置
き
之
れ
を
社
會
主
義
的
攻
擊
か
ら
擁
護
し
ょ 

ぅ
と
し
た
'0
彼
れ
は
リ
カ
ー
ド
ォ
流
の
地
代
理
論
を
排
斥
し
た
。(

『

三
田
學
#

雜
誌』

第
三
十
七
蒞
第
四
號
所
載
»

稿『

生
齡
經
濟
思
想 

史
概
觀
J

H
一
一
ー
三
三
P1
參

照

n十
く
か
ら
七
て
幾
多
の
米
國
學
乾
に
ょ
つ
て
リ
カー

ド
ォ
の
地
代
說
は
彼
れ
等
の
.國
に
は
適
用
せ
ら 

れ
得
ざ
.6
も
の
と
思
惟
せ
ち
れ
た
。
彼
れ
等
は
這
般
の
理
論
を
以
つ
て
英
國
の
狀
態
に
適
合
せ
し
む
る
が
爲
め
に
案
川
贫
ら
ル：

た
も
の 

と
中
：張
し
た
。
米
國
に
於
い
て
は
、
人
口
の
梢
，加
は
收
益
の
遞
咐
と
愤
格
の
低
下
^

を

招

來

す

る

。

ヶ

ー

リ
イ
；は

特

琢

の

.所

得

分

岐

と 

し
て
の
地
代
は
特
に
存
在
す
る
こ
と
が
な
い
と
觀
た
。
リ
カー

ド
ォ
は
彼
れ
の
©

用

價

値

說

を

以

つ

て

土

地

の

：
場

合

..に

適

用

し

傅

可

き
 

も
の
と
は
看
做
す
こ
と
が
な
か
つ
/:
の
で
あ
る
が
、
ケ
ー
リ
イ
は
彼
れ
の
禅
生
產
W

說
を
以
つ
て
一
般
的
に
^

用

し

得

：可

き
も

.

の
- 

じ
た
の
で
あ
る
。•
而
し
て
、
彼
れ
は
地
代
を
以
つ
て
、
勞
働
及
び
資
本
投
入
に
遡
る
こ
と
の
出
來
る
所
得
と
し
で
說
明
し
'
。
そ
は
輕 

濟
現
象
に
於
け
る
特
殊
の
場
合
で
は
な
く
し
て
、

~1
,土
地
.は
到
る
路
に
於
い
て
犁
'
斧
及
び
機
械
と
同
一
法
則
に
歡
ひ
つ
V;
あ
る
も
の 

で
あ
つ
て
/〜

其
の
總
べ
て
は
、
纏
が
て
坐
產
毀
以
下
に
下
落
す
る
。
«

の
價
値
は
到
る
處
に
於
い
て「

^

坐
產
の
^

用」

:
に
限
定
せ 

ら
れ
、
而
し
て
、
そ
は
富
の
發
達
に
於
け
る
あ
ら
ゆ
る
增
加
と
共
に
下
向
す
る
の
倾
向
あ
る
於
故
に
、
J1
:
ハ
の
所
有
著
は
、

之

ft
を
I

用 

す
る
^

か
ら
典
の
產
物
の
減
少
せ
6-
割
合
を
受
け
る
”
 j

と
を
餘
儀
な
か
ら
し
め
ら
.れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
リ
；力
I

ド
ォ
.!:
ょ
つ
て
®
 

像
せ
ら
れ
た
や
ぅ
な
地
代
は
曾
つ
て
支
拂
は
れ
た
こ
上
が
な
く
、
又
、
支
拂
は
れ
る
こ
と
を
得
ざ
る
も
*の
で
あ
る
o
^十
い
.土
池
0

听
有 

.请
i

恰
I

f
亦
尤
«

れ
檄
關
溃
，a
<;
v

w
平
い
：

H

: €
0

霞
激
故
鐵
の
.「
原
始
赴
0 '
.

_
滅
0

性
質
^
^

と

を

期

恃

し？:
で

あ

ら

ぅ
 

o prinapl

琪 

o
f

CQocial Science, 

v
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i
^
^
^
^
 ̂

1
4
3
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)

.°

ケ

ー

ツ

イ

の

眼

に

は

、

リ

カ

ー

ド

オ

CD

體
系
は
不
調
和
の
其
れ
と
し
て
映
じ

た

。其
の
餓
部
分
は
相
互
に一

致
す
る

こ

と

な

きを
以
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- ̂

各

つ
て
、
丼
の
枭
體
は
諸
踏
級
及
び
諸
國
描
の
間
に
倒
带
を
肋
贽
す
る
に
資
す
る
^

め
で
あ
る
。
商
業
の
肖
⑴
に
對
す
る
讃
美
を
公
胃
し. 

な
が
ら
、
t

れ
は
土
地
の
獨
^

:
がk

然G

大
'法
則
と
一
致
す
る
こ
い
を
敎
へ
气
行
爲
信
を
措
き
な
が
ら

T

彼
れ
は
恶
し
见

女
一〕

し
て
诘
^

ニ
於
い
て
^

合
し
よ
ぅ
と
意
圖
す
4

な
ら
ば
-

-

-
斯
く
て
、
最
も
多
く
努
力
に
對
す
^

刺
戟
と
爲
り
、
-I
f
i
iし
て
最
も
多

く
愛
敗
及
び
心
智
の
兩
衮
を
向
上
せ
し.む
る
に
資
す
る
所
の
も
の.を
行
ふ
に
因
つ
て"——

餓
死
は
彼
れ
等
の!

然̂
的
報
酬
た
る
可
き’
 

で
あ
石
こ
ど
を
敎
へ
る
。
徹
廣
的
に
品
行
方
芷
を
_
美
し
な
が
ら
'\
彼
れ
は
徵
靜
の
利
益
を
カ
說
す
る1

斯

く

ス

結
/^
が
妨
也
，せ 

"
ら
れ
而
し
て
不
行
跡
が
獎
勵
せ
ら
れ
る
幾
多
の
制

g

に
對
し
て
拨
助
を
與へ

&
の
で

あ

る

。

穀
物
の
自
巾
贸
易
に
對
す
る
希
望
を
明
言.
 

し
な
が
ら
、
彼
れ
はI
中
：の
利
益
が
是
れ
に
由
つ
て
有
密
な
る
影
響
を
受
く
可
き
こ
と
を
彼
れ
に
敎
へ
る
。
入

民

.0
狀
態
を
改
提
す
6 

こi

を
切
望
し
な
が
ら
、
彼
れ
は
地f

し
て
，
耕
作
方
敗
の
改
良
に
充
當
せ
ら
れ
た
總
べ

て

の

常
は
地
代
の
.增
驰
を
減
じ
な̂
れ
ば 

な
ら
ぬ
こ
と
を
確
信t
し
め
ろ
。
财
產
の
諸
權
利
が
尊
筑-せ
ら
る
可
き
こ
と
を
希
望
し
な
が
ら
、
彼
れ
は
勞
働
者
に
\

堆
生
の
利
益
は.
 

食
^

の
不
足
を
坐
ぜ
し
め
る
に
資
す
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
よ
つ
て
助
長
せ
ら
る
.可
き
二
と
を
知
ら
し
め
る

_
-

地
代
试
仁
慈
な
る
神
が 

總
ベ
て
の
^
の
共
同
の
福
利
に
資
せ
し
め
ん
と
欲
し
た
所
のも
の

を

ら
W
有
し
た
少
數
紫
の彻
に
炎
け
る
招
ぶ
.

CT

行
使
に因

；：：：

1
て 

支
拂
は
れ
る
が
故
に
。
桃
れ
の
書
は
土
地
國
有
運
動
、
闘
^
及
び
劫
掠
に
よ
つ
，て
權
カ
を
求
め
つi
あ
&
煽
民
家
の
眞
の
，锻
範
で
あ
ろ
。 

S

灘

は

總

ベ
5

充
分
に
觀
察
せ
ら
れ
た
妻
の研
究
に
よ
？

與
へ
ら
れ
た
所©
も
-益

び

に

其

れ

晷

讀

ら

馨

れ

な

い 

も
の
で
あ
つ
て
、
是
れ
等
の
も
の
が
拋
架
せら
る
、
に
.至
る
こ
と
が
愈
々
速
か
で
あ
れ
ば
、
そ
は
愈
々
地
、

M

b
借
地
農
？
製
造
業
者 

及
び
職
人
並
び
に
人
類
金
般
の
利
益
に
資
す
る
で
あ
ら
ぅ
。

(

芬
江
4

>

^产)

。
•ヶ
ー
リ
"
は
斯
く
の
如
く
辛
烈
な
る
語
を
リ
ヵード

ォ
の
上
に
-浴
せ
て
ゐ
.る
。 

'
へ
 

：

，

、

、
 

'

ヶ
丨
リ

；̂に
よ
.つ
S

明
せ
ら
れ
墓
濟
的
調
和
理
論
は
、
其
の
後
僅
か
に
改
そ
ら
れ
て
、
極
め
て
平
易
明
快
な
6

形
態
に
於
い

狀
m

M
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槪
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(
て
侧
亂
择
經
濟
學
漭
フ
レ
デ
リ
ッ
グ

•
バ
ス
チ
ア
に
ょ
つ.て
表
明
甘
ら
‘れ
た
。(

前
揭
'
S

產
經
濟
思
想
^-
概
S
 

.
三
五
頁
參
照}。

■彼 

れ
臼
く
、‘r

私
の
近
避
に
多
く
の
味
軿
作
の
地
所
が
存
し
て
ゐ
る
'-
<
?他
所
か
ら
來
た
入
が
尋
ね
る
、
.此
の
地
听
は
何
故
耕
作
さ
れ
な
ぃ 

の
で
あ
る
か
と
。
一

そ
れ
が
惡
ぃ
か
ふ
で
あ
る
。
I

然
し
な
が
ふ
、
此
所
に
は
其
の
傍
ら
に
？
金
然
同
じ
や
ぅ
な
地
所
で
あ
つ
て 

而
も
刺
作
せ
ら
れ
て
ゐ
！る
も
の
が#
し
て
ゐ
る
で
は
な■い
か
。
—

此
の
異
論
に
對
し
て
其
の
土
地
の
人
は
答
へ
る
こ
と
が
^
^
な 

• 

t

o彼
れ
の
與
へ
^f
最
初
の
答
、
即

ちr

そ
れ
が
惡
い』

と
宏
つ
?:

こ
と
に
於
ぃ
で
彼.れ
は
、誤
つ
て
居
つ̂
ら

ぅ

か

。

否
。
皱
れ
を
し 

て
撕
し
か
地
所
を
開
懇
汾1
め
な
い
现
山
敗
、.
6
--
(

;
,-
<
未
耕
作
の
4

:\
:に
.殘
|

ゐ
.る
：俊
秀
な
地
所
も
疗
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
，是
れ 

I

、も
の
•か
惡
.ぃ
と
？

H

で
は
な
ぃ
。
彼
れ
の
理
；

5

は
、
此
の
地
所
#
じ
て
耕
作
せ
ら
れ
て
ゐ
る
附
近
の
地
所i
同
一
の
耕
作
狀 

態
の
も
の
た
ら
し
め
る
が
爲
め
に
は
、
後
者
を
購
入
す
る
ょ
，り
も
以
上
に
彼
れ
，を
し
て
^-
用
を
要
せ
し
む
可
.き
で
あ
る
と
沄
ふ
に
あ 

ぐ
，
る
。
；楚
に
於
ぃ
て
乎.、
如
何
な
，-5
反
省
的
な
' ^
^
對
:^
て
も
、
是
れ
に
；山
-0
|
/、.：此
の
地
所
が
夫
れ
自
身
に
債
値
を■有
す
：
も
の
で
な 

メ
ー
エ 
J 
こ

と
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r

c
の
餘
ん
の
な
'-い
も
.の
と
爲
る
0
で
あ
る
。(Harm-onies. .

w'conomf'ques, 

9®

a\
d
.
, 

1884

へ 

d,、

4
3
6

 
ン
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.及

も

こ
 

'

從
へ
ば
社
會
^
財
產
た
る
低
値
は
努
カ
及
び
隙
碍
か
ら
生
す
る
。
障
碍
が
減
ぜ
ら
れ
る
に
维
じ
て
、
努
カ
、
價
値
浩
し
く
太
財
產
の 

,
命
域
は
之
-^
-

^
に
減
少
せ
し
め
ら
れ
る
。
.與
1へ
ら
れ
た
各
々
の
滿
1
に
關
し
て
、
財
產
は
常
に
後
退I
、
而
し
て
^
:有
は
絕
ぇ
ず
前 

.:
■

進
す
る
。(lbld.,.:p;

KO
7
6
.

)

。
'
.經
濟
學
者
，等
ば白
ぐ
、
：地
.代
^

て
兆
の
♦所
有
者
に
支
挪
ふ
所
の
も
の
で
ぁ
る
と
0

バ
ス
チ
ァ
は
言
ふ
、
否
。
地
代
は
吾
人
が
水
を
搬
ぶ
者
に
、
'彼
れ
が手

！
：

車
を
造
る 

が
爲
め
に
受
け
た
苦
痛
に
對
し
て
支
拂
ふ
所
の
も
の
に
類
す
る
。
而
し
マ
其
の
水
は
*

彼
れ
が
之
れ
を
其
の
背
に
S

て
货
ん
だ
な 

ド

ら

ば

；.吾
"
<を
し
：て
.費
さ
し
ー
む
§

令

が
1

^
に

大

で^'
つ
|:
で

あ

々

ミ、，
^

'

.

:

»、年
が
是
木
尊
の̂

切
す
桃
給
.す
^

 

吾
人
を
し
.て
铤
ら
に
多
く
を̂

さ
し
め
，

J愁 ^ ^ 諮 ^ ^ ？̂
於 泛 .安 巧 ：̂德 仑 聚 深 〉# みバネ■る辕 分

れ

で

あ

ら 
5
.0
.
.
.
.
s
i
b
i
d
.
,
:

マ

.

.

3
:1
3
-3

1
4
.
)
:

°
パ 

，
.
.

'V 

'

■ '

S

 
く
て
、
ヶ
I

リ
ィ
及
び
パ
.ス
チ
/
等
の
リ
ヵー

ド
ォ
地
代
學
說
否
迠
ば
遂
に
土
地
の
價
値
興
の
者
の
否
定
に
ま
で
も
及
ん
だ
の
で 

あ
る
が
、
而
も
、
燈
般
のK

M
S

は
、
第
十
九
11
±

紀
史
上
に
於
け
る
最
も
顯
著
な
る
事
實
た
る
大
- ^
市
附
近
に
於
け
る
土
地
-1
:
對
^

て
^-
. 

拂
は
ろ
、
旨
中
る
こ
と
の
出
來
ぬ
ほ
ど
の
價
糌
の
發
坐
に
依
つ
て
明
白
に
担
杏
せ
ら
る
、
こ
と
、
な
つ
た
。

(

o
r Ch

a
r
l
e
s

 

G
l
,
e
t

 

c
h
A
e
s

 

s
s
t
,

 

s
s
t
o
i
r
e

 

d
e
s

 

D
o
a
r
i
u
e
s

 

E
c
o
n
o
m
i
q
s
s

 

d
e
p
u
i
s

frs
'
p
h
y
s
i
o
c
r
a
t
e
s

 

j
u
s
q
u
p
n
o
s

 

J§
rs, 

1
9c>
9
, p, 

6
2
^
>
° 

骑
遇
ニ
令
ぃ
て
は
、
雜
き
に
述
べ
た
へ
ル
.マ
ン
と
选
し
く
、
古
典
經
濟
學
に
對
し
て
大
な
る
敬
意
を
表
し
、
其
の
重
要
利
を
認
め
る 

と
北
ハ
に
、
之
れ
が
諸
學
說
を
經
濟
的
實
在
に
徴
し
て
檢
討
し
、
而
し
て
、
之
れ
に
從
o

s

れ
等
の
も
の
を
改
修
せ
る
ハ
ン
ネ
°
フ
ォ 

ンe

マ
ン
ゴ
ル
ト
レ
、
レ

、\
ト
を
以
つ
て
農
業
地
の
場
合
に
於
い
て
最
も
明
瞭
且
つ
大
規
模
に
現
れ
る
が
、
而
も
資
本
々
咐
如
す
る
こ 

と
がM

舉
あ
る
か
、
•蘩

く

は

！̂
ら

に

常

大
|

か
或
ひ
镜
ら
に
農
高
の
少
、な
い
他
の
_

に
ょ
？

の
み
？

搜
へ
ら
れ 

る
に
過
ぎ
な
い
際
に
は
、
そ
は
t

し
く
認
め
ら
れ
る
と
做
し
た
。(

s

e ,L
e
h
r
e

 

v
o
m

 p
i
l
m
e
r
g
e
w
i
g
,

 

I

P
 

a
.
1
0
%

 

6

.')
？

 

彼
れ
は
レ
ン
ド

^;
以
っ
て
斷
じ
て
，農
業
及
び
鑛
業
に
限
ら
れ
仁
特
殊
現
象
で
は
な
ぐ
し
て
、
或
る
一
定
の
坐
鹿
の
駿
素
が
市
場
に
於
い 

.
て
格k

の
利
益
を
享
宿
す
る
際
に
は
興
の
孰
れ
の
も
の
に
對
L-
て
も
坐
中
る
こ
と
を
，得
る
所
得
の
一
成
分
で
•あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

へ.そ
ば
需
要
に
.比
例
し
て
箇
々
め
^
產
耍
素
の
供
給
の
制
限
が
丼
の
勢
力
を
造
ぅ
す
る
所
に
於
い
て
は
一
般
に
發
虫
し
な
け
れ
は
な
ら 

中
，
豪

實

上

、
総
U

所
得
分
岐
に
於
ぃ
て
、
又
種
々
な
る
生
產
領
域
に
於
い
H

W
現
す
る
所
の
も
の
で
ぁ
る
。
然
し
々
が
5
 

齊
く
同
'1.

の
原
理
に
兆
く
も
の
で
は
あ
る
が
*

レ
ン
ト
，
は

贊

銀

、

利

潤

及

び

利

子

•と
5

が
如
き
筒
々
の
所
得
分
岐
に
於
け
る
具
の
出 

規
0
.仕
# .
及
び
之
れ
と
述
結
せ
る
結
來
に
從
つ
て
幾
多

•の
相
違
を
承
し
て
ゐ
る
。

是
に
於 

> て
乎
、
マ
ン
ゴ
ル
ト
は
賛
銀
レ
ン
ト 

(
L
0M

H;ente
〕
、

利

^
レ
ン
ト

(
Q
l
n
n
r
e
n
t
e
)

及
び
利
子
レ
ン
ト(

N
i
n
s
r
e
n
t
e

)

％

0
lg
V

ン
ト
形
態
に
就
い
て
述
べ
た
る
後
、特
に

ノ

‘地
位
、思
想
史
槪
觀
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d
i-
L
レ
ン
ト(

G
r
u
n
d
r
e
n
t
e
)

に
就
い
て
論
す
6
0 

(
G
n
M
d
r
i
s
s

 

de,r 

V
O
I
k
s
w

-sschaftsiehre, 

100
6
3
, 

Vierter 

Abscboitt, 

§§ 

1
2
2
,
1
2
3
0
0

 

' 

•

'

ニ

.

. 

: 
-

-■
. 

’

■

ァ
I
 

•エ
I
 

•フ
リ
I

ト
リ
ハ
ヒ
•
シ
き
フ
レ
も

亦
、
'
レ
ン
ト
を
以
つ
•
て
坐
蒼
に
於
け
る
自
然
的
要
素
、
.
®
ち
土
壤
の
相
關
物
と
し 

て
了
解
せ
す
しH

、

赁
銀
、
肩
子
及
び
利
測
の
三
'所
得
形
態
* 0
各
々
の
常
忙
可
能
な
羞
常
な
る
成
分
と
し
て
_把
握
し
た
0

他
れ
は
實 

...
、r
,
:一
-■
^

'f
-H
t>
■レ'
.
.ン小
^
.要
^

^1,

般
.fl
;
*-^
起 J

.

:^
認
.
.
'
め
■5.
.
'
A
0T?
^
.
.:6
.
.-O
:
.

(

b
i
e 

• 

N
a
t
i
p
n
e
5
k
o
J
n
o
m
i
e

 

c
d
e
r

 

alige 
日 eine 

w
i
r
t
s
c
h
a
f
r
s
l
e
f

 

F
.c
:
r G

l
d
e
i

 

aller 

s
f
d
e
,

M.
n
scr
e
l
d
e
r
e 

fiir, d
e
n

 

K
^
u
f
g
g
, 

s
o
w
i
e

 

i

 G
e
b
i
r
b
e

 

in 

A
k
a
d
e
m
i
e
s
,

 

H
a
n
d
e
l
s
.

 s
d

‘E
e
^
c
h
a
e
n

ffq
e
m
e
i
n
f
a
s
s
H
C
T
h

 

d
a
r

crqesi-ent, 

100
6
1
,

i

 

1
4
p

)

0 

彼
.て
に
從
X
ば
、
.レ
ン
ト
次
其
の
句 

人

的

能

力

ぞ

く

黛

奚

本

又

は

走
の

：！
：

れ4

基

に

g

會
に
有

利

な

る

方
®
に
於
い
て
利

用

す

る

の

繁

知

る

如

何

.
^
る
人

•に
：
 

對
し
て
ん
提
供
せ
ら
る
\
赏
與
金
で
あ
る
。
そ
は
總
べ
ての

進
少
の

、

乂
總
，べ
て
の
«

濟
的
活
動
の
泉
源
と
1/
で

作

用

す

る

魅

カ

、

||
:
* 

龠
が
如
何
に
泡

己
に
_

仕
す
可
き
か
を
知
る
個
人
に
•暴
的
に
授
與
し
而
し
て
馨
が
適
允
の
時
機
に
取

い

て

消

滅

せ

し
む
る
自

然

的

. 

部
^1
^/
の
1
極
で
あ
る
。
地
代
も
亦
、
少
く
と
も
疋
し
い
方
法
が
許
さ
れ
る
‘な
ら
ぬ
、
自
然
的
獨
占
の
結
规
で
は
な
い
。
馆
り
ニ
矩
寺

期

::
.
0
:
!
|
^
響

に

縣

て
_

的

爆

毒

_

麗

雰

卓

舊

_

.
動
資
本
_

撵
パ

は
见
S

視
せ
ら
る
、
に

過

客

、
又
琪
實- >
.
に
於
い
ー」

も

、

何

栗

農
I

立
法
が
共
の
作
用
を
毀
はし
め

、

且
つ
不K

な

ら

し

め 

る

こ

と

の

な

い

國

土

に

於

い

1

そ

は

现

れ

る

の

を

常

と

す

る

。
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i
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b
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b
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d
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n
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1
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w
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e
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G
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4

較
差
地
代
の
各
種
形
態G

外
に
、
Z絕
對
地
代
が
存
在
す
做
す
®
意
見
も
前
述
办
如
く
旣
に
諸
經
濟
學
者
に
よ
つ
て
成
る
稗
度
迄 

^
喑
せ
ら
れ
て
席
つ
?:
こ
と
を
^
知
し
得
る
の
で
あ
る
が
？
而
も
這
般
の
見
解
は
所P

「

科
擧
的」

社
#
主
義
紫
に
よ
つ
て
特
に
ブ
攰
，

に
之
れ
を
非
雞
せ
中
し
て
、，
眾
に
、
蓝
し
紳
作
せ
ら
“

言

，な
.：い
_

?
0)
±'
地
が
^

^

ff
r
し 

て
、
何
，人
ど
蹤
も
是
れ
等
の
土
地
を
耕
作
す
る
こ
と
が
利
益
^
あ
を
と
息
惟
レ
^
際

に

：は

何

勝
^
も

無
-#
5)
|
に

、

無

償

を

以

.つ

て

さ

ぅ 

す
る
こ
と
が
m
來
f:
1
な
ら
ば
*
リ
ヵ
-
ド
4
の
推
理
は
正
當
.で
ぁ
■专

と

(

春

.し

ね

。
：

〈

然

玉

が

ら

、
；：
總

一

べ

七

^̂ 

: 

は
*
優
れ
た
も
の
も
劣
つ
仁
も
の
6
、
耕
作
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
4
荒
'«
. ^
|
、
土
地
(0
全
部
が
個
人
若
し
<

は
.市

町

村

の

何

れ

々

に
•
 

よ
つ
て
所
衔
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
避
に
於
い
て
乎
-
リ
ヵ
I

V
ォ
が
何
物
1
も
‘な
い
と
考
べ
て
.ゐ

:-
6
.に
拘
ち
ず
,;
:
'士
地
の
#
有

r 

に
介 

物
か
で
あ
る
。
彼
れ
は
典
の
比
較
の
度
盛
の
最
低
限
界
を
暮
士
呼
ん
だ
の
ヤ
あ
る
が
、
彼
：れ
が
零
を
置
い
た
所
に
7;
ノ

な

べ

と

も

一

を

歡 

.
卜
び
き
で
，あ
つ
た
。
と
彼
れ
は
說
い
て
組
つ
た
。
^
O
I
P
^
H 

t

f

? 

0̂ 

i

s 

ŝ
s 

rs-dports a
v
c
c
】at popaationv. to

m
e

 

loo
l
^
p
. 2
7
9
1
2
8

--
-
P

) 

、
 

ぐ

こ

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
に
よ
つ
て
一
；小
唆
せ
ら
る
、
所
の
多
か
つ
た
力
ロ

-
ド
べ
ル
ト
ス
は
ヶ

i

イ
、
バ
ス
チ
ァ
及
び
其
の
他
の
激
と 

興
な
-り
、
坐
產
物
に
於
け
る
勞
働#
の
配
分
は
絕
ぇ
す
增
加
し
つ
、
あ
る
こ4
な
く
、̂

つ
て
減
少
し
つ
、
あ
る
も
识
と
觀
た
。
國W 

内
成
所
得
は
ニ
個
の
部
分
に
分
割
せ
ら
れ
る
。

一

は
發
働
に
對
し
て
支
拂
は
る>
賃
銀
で
あ
つ
て
、
他
は
財
產
の
树
利
に
よ
つ
て
所
得 

墓
く
る
背
の
配
分
た
る_

で
ぁ
V

後
#.
の
#

在
は
勞
働
者
が
其
の
坐*#
赞
以
上
•に
生
靡
t

る
餘
剩
の
'#
す
る
と
沄
ふ
經
濟
的
報.
 

■

熱

顏

蒙

■

謹

#

管

暴

淇

め

缰

者

を

し

てi

を
利
用
し
而
し
て
上
逃
の
餘
剩
を
保
持
す
る
翁
せ
し
む
る
沈
#
的 

額
_

« ;
遍

'

_
敗
#

知
_

»

_

:哪
原
价
的
飛
態
め
卞
に
於
い
ヤ
'は
單
ー
な
る
實
體
”

あ
つ
仁
が
、
社
會
的
分
勞
に
由
つ
て
土
地
賃
子

地
， .

代
'想
ノ
想
ハ
史
概
觀

.

,
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;•
と
资
本
賃
子
4
に
分
た
れ
る
。
.別
筒
の
形
態
.へ
の

賃

子

分

割

は

生

產

の

：：
ニ

部

：

^

#.
腾
*
及
：̂-
:
エ
業
.^'
-
於
.け

る

勞

働

^

£

に

ょ

つ

て
：
決 

定
せ
ら
れ
、
而
し

て

、

原
料
品
の
價
値
及
び
製
选
の
過
程
に
於
い
て
原
料
品
に
加
へ
ち
る
'\
憤
値
に
準
す
可
き
で
あ
る
？
彼
れ
に
從
.へ 

ス'
:
'
ば
ノ
.製
造
韻
程
と
|

^
過
'程
：と
0 :
:
-間

に

は

：
重
*:
^
-̂
'

相
|

^
ぎ

ず

餐
'

^

»
予

ぬ

働

、
。即
ち
、
直
接
勞
慟
と
'
 

.

.迸
典
及
び
機
械
に
於
け
：
.る
間

接

勞

働

に

，歸
せ
し
.
.め'ん
る
，|
.き
割
合
.に
出
つ
：て
：.決
定
せ
ら
れ
る
。-、然
し
な
が
ら
、
そ

は
其
の
受

領

者

にょ 

.

.つ
で
、*
©
だ
に
道
其
資
本
の
み

な

ら

ず

.、

：

原
料
の
靡
入
に
使

用

せ€
れ
た
寶
屯
を
包
含
す
る
.
.彼
.れ
の
資
本
に
從
つ
て
算
定
せ
ら
れ
6
0
 

製
选
業
#
は
其
の
仕
事
を
行
ひ
、.
全
坐
產
.の
惯
値
を
1增
加
す
る
に
際
し
、1

C

地
數
の
勞
働
者
を
使
傭
し
、
赴
れ
等
数
働
^
を
補
助
す
可 

(

き
機
械
と
股
料——

其
の
上
に
彼
れ
等
が
勞
作
し
而
し
て
共
れ
に
對
し
て
熒
働
及
び
機
械
の
結
合
せ
る
努
カ
が
價
値
を
附
加
す
可
き
股 

,
料
を
躺
入
す
る
。
而
も
、-
材
料
は
砠
を
'咐
す
こ
と
が
な
い
。
.然
し
な
が
ら
、
原
料
の
生
產
に
在
つ
て
は
、
很
態
は
相
違
す
る
。
兆
磁 

.

に
は
機
械
が
使
用
せ
ら
れ
而
し
て
そ
は
直
接
勞
働
と
ー
緖
に
濟
値
を
決
定
す
る
。
而
も
、
何
^
の
頗
料
も
介
す
る
こ
と
が
な
い
。
勞
磡 

<■
$
:同
；

1;

■
ネ
使
俯
し
而
ル
て
同
：
—.
、
の
_
狻
勞
働
.を
表
_

背
が
时
一
賃
子
を
領
有
す
る
こ
と
を
得
る6
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
、
而
も
、一
方
即
ち
製
造
業
者
は
辟
料
を
腮
入
し
な
け
れ
.ば
な 

ら
ぬ
こ
と
に
山
つ
て
不
利
な
む
抛
位
に
立
た
し
办
ら
れ
る
こ
と
‘を
示
す
。
農
業
は
之
れ
に
先
ん
じ
て
行
は
れ
レ
坐
座
の
產
物
を
原
料
と 

し
て
要
^
す
る
こ
と
が
な
い
。農
業
に
於
い
て
原
料
に
類
似
す
■る
財
齑
部
分
は
•土
壊
非
、の
#

で
あ
ら
，乃
が
、
然
し
な
が
ら
、
そ
は總
べ 

て
の
斟
說
に
ょ
つ
て
費
用
を
耍
せ
ざ
る
も
の
と
前
提
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
菇
に
於
い
て
乎
、
今
日
の
狀
態
の
ド
に
冷
い
て
は
、
製
迆
勞
働 

を
遂
行
せ
し
む
る
界
は
职
料
を
腿
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
共
れ
故
に
又
、
利
澗
を
耍
求
す
る
费
用
と
し
て
之
れ
を
資
本
屮
に
加
簕
し 

な
け
れ
ば
な
ら•ぬ
の
で
あ
る
が
、
農
業
資
本
に作
つ
て
は
這
般
の
原
料價
値
は
缺
如
し
、
而
も
、夫
々
の
賛
子
'部
分
の
大
い
さ
の
決
记 

理
山
は
^
者
の
何
れ
1
4
於
い
て
も
同
ー
で
あ
る
か
ら'
リ

ヵ
,|
*
ド
4

も
亦
* 

f

不
1利
な
る
狀
態
の
下
に
作
ら
れ
た
坐
®
物
に
就
い
て
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鉍
め
る
が
如
V

‘蜃

物

の

®
値
.が
單
に
費
用
勞
働
晏
し
く
あ

I

へ
す
れ
ば
、
孳

一

繁

重

條

件

、
1
ち
充
分
な
る
勞 

蚴
の
生
淹
力
と
土
地
及
び
S
本
所
有
が
好
す
る
な
ら
•は
、B

產

物

の

盤

が

涊

P
少
な
く
と
も
、
還

業

^

®
の

牟

贺

W
ち

. 

遣
の
站
赏
性
は
如
何
に
大
で
あ
つP

も
*、
必
然
的
に
地
代
は
常
に
發
生
も
な
け
^T

は
な
ら
ぬ
の
'で
あ
る
。
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如
く
に
絕
對
地
代e

#

在
を
I

し
、
說
明
し
た
の
で
I

。彼
れ
は
充
分
に
鋈
の
較
る 

地
代
の
較
差
を
認
め
る
も
の
で
は
‘

る
が
、
而
も
"

震
の
原
因
は
地
代
を
鼈
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
驵
に
•地
代
に
於
け
る
一 

定
の
川
述
■を
說
明
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
^

の
で
あ
る
こ
と
を
生
張
す
る
。
地
代
は
金
然
是
れ
等
の
も
の
か
ら
離
れ
て
、
他
の
明
褅
ゐ
る
諸
、
 

原
闪
に
山
つ
て
^

從
す
る
。
彼
れ
を
以
つ
て
觀
れ
ば
、
リ
ヵ
ー
ド
ォ
の
地
代
論
は
最
ネ
農
沃
な
る
地
所
が
最
初
に
圳
作
せ
ら
る
、
こ
と 

を
生
張
"す
る
に
於
い
で
歷
史
的
に
誤
从
る
；̂
の
で
あ
る
。

-
h

地
に
劉
す
る
資
本
の
投
入
がs

次
坐
：

を
減
*̂す
る
と
做
す 

.に
於
い
て
把
し
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
資
本
の
投
下
に
ょ
つ
て
政
の
亂
の
土
孃
に
新
仁
な
る
沃
度
を
生
ぜ
し
む
-る
こ
と
を
得 

T f
き
が
故
で
あ
る
。
彼
れ
は
是
れ
迄
に
曾
ヴ
て
無
地
代
的
時
代
は
苻
す
る
こ
と
が
な
か
つ
た
と
主
張
’

る
。
彼
れ
は
义
、
人
旧
の
密
度 

,及
び
穀
物
の
戊
^

^
地
代
の
關
に
因
报
的
.關
係
の
存
せ
ざ
る
こ
と
を
說
い
て
リ
ヵ
ー
ド
ォ
の
地
代
論
を
反
駁
し
仁
。
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S. 

■
•
S
2
1
0
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' 

• 

. 

^

も
の
で
は
あ
つ-
が̂
、
而
も
、
そ
は
多
く
の
か
若
し
く
は
證
明
せ
ら
れ
て
ゐ
な

.い
^

^

の

上

に

立

つ

飞

の

で

- ^
)
る
と
覜
ら
れ 

て
ゐ
■る
。
或
ひ
は
、
原
產
物
若
し
く
は
完
成
坐
產
物
'0

價
値
は
是
れ
等
の
も
，の
に
體
現
せ
ら
れ
仁
勞
働
量
に
ょ
っ
て
咖
定
せ
ら

0

る
と

地
代
思
想

il
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概
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做
し
、(

固
^
り
彼
れ
自
身
、

が
勞
働
の
產
物
で
，あ
る
こ
と
は
其
の
靡
物
.の

惯

値

が

常

に

勞

働

に

關

し

て

共

の

、
費

如

る

所

の

も

の

と 

等
し
き
こ
と
を
也
意
す
る
も
の
で
は
な
い
旨
を
特
に
言
«7
]
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、(roidem, 

S. 

i
a
-
1
7
s

、
皮

を

.
N
n
x/i
!
ど 

し
て
、
又
一
圮
の
論
證
の
必
嬰
の
爲
め
に
ン
總
べ
て
の
生
產
物
の
、交
換
價
値
_が
其
の
勞
働
费
用
と
一
致
す
る
の
倾
向
あ
る
こ
と
を
澉
認 

し
た
の
で
あ
る〕
、
或
ひ
は
、
農
業
資
本
は
何
等
の
原
料
價
値
を
有
せ
す
とI

K

ひ
、
或
ひ
は
又
、
柯
等
の
費
用
も
其
の
表
1;小
す
る
诂
の 

配
分
に
^
隨
す
る
ニ
と
が
な
い
と
說
く
が
如
き
は
造
れ
で
あ
つ
て
、
到
廣
ー
般
に
承

認

せ

ら

れ

得

ざ

る

所

の

-
も

の

で

あ

ら

ぅ

。

，
爪

之

、 

絕
對
地
代
の
#
往
に
對
す
る
淝
れ
の
說
明
の
])
»
/提
た
る
農
業
資
本
の
有
機
的
權
成
の
低
他
は
、
彼れ自設
定せ

る
、
競
歌
.0 -
下
に
ー 

於
け
る
利
■

平
均
化
の
法
則
に
*

5

つ
て
消
滅
し
な
：
Ŝ

な
ら
ぬ
1

1

5
反

霧

が

釁

摄

せ
ら
れP

ゐ
る
。

,

M
8に
於
い
て
乎
、
ヵ
ー
，
ル
•
マ
ル
ク
は
土
地
所
有
權
の
存
在
が
競
^

に
對
す
る
障
碍
’
あ
る
こ
と
を
强
調
し
て
前
述
の
岡
難
か
ら
：
 

逸
ft
せ
ん
と
し
れ
。
蓋
し
、
そ
は
總
べ
て
の
坐
產
部
門
に
於
け
る
資
本
の
0

[1
1
な
る
使
用
を
.制
阪
す
る
が
故
で
あ
る
。
土
池
所
有
使
よ 

土
地
に
投
入
せ
ら
れ
た
資
本
に
對
す
る
平
均
化
を
妨
げ
、
然
ら
ざ
れ
ば
一
般
的
利
潤
率
へ
の
平
均
化
に
到
達
せ
し
め
ら
る
可
刍
餘

*1
M

’
 

値
の一

部
を
横
領
す
る
の
で
あ
る
。
絕
斜
地
代
は
農
業
に
於
け
る
資
本
、の
有
機
，的
歡
成
が
：丄
業
に
於
け
る
其
れ
と
同
一
、
で

f

際
に
の 

み
沿
娀
す
ぺ
。
斯
く
の
如
き
ご
と
が
起
つ̂
際
に
は
、
地
屯
は
、
法
徘
的
に
は
絕
對
地
代
を
杣
出
し
得
る
と
し
て
も
、
經
濟
的
に
は
爾 

く
す
る
こ
と
を
得
な
い
。(B

a
s
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邾
く
し
て
マ
ル
ク
ス
は
較
差
地
代
の
外
に
絕
對
地
代
の
存
在
を
認
め
ん
A

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
斯
く
の
如
き
も
の
は
舊
來
の
獨
占 

說
に
依
る
も
の
で
あ
つ
て
、.
彼
办
の
傻
値
法
則
に
褪
石
も
の
で
は
斷
じ
て
な
い
。
絕
對
地
代
理
論
に
對
し
て
は
、
農
業
生
靡
•物
に
對
す
.

■

る

,0
格
は
.可
れ
の
土
壤
い
版
代
を
取
锝
す
る
や
，フ
に
は
常
に
必
す
し
4
焦
點
を
合
し
て
ゐ
な
い
と
云
ふ
こ
と
が
屯
-張
せ
ら
れ
な
け
ミ
は
.
 

な
ら3

。

惠
現
象
の
高
低
は
患
に
於

•い
5

擎

ら

れ
得
る
價
格
が
何
等
の
地
代
を
泰
げ
る
こ
と
の
な
い
養
が
常
に
存
す
る

の
結
艰
を
惹
起
す
る
。
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リ
力
丨
ド
ォ
の
地
代
學
說
は
前
項
所
述
の
如
く

 

ロ
丨
ドX

ル

ト

ス

及

び

力
V

マ
ル
ク
ス
等
の
獨
逸
社
會
義
者1

0

1
難 

と
枇1

：

と
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
に
於
い
て
來
國
土
地
社
會
生
義
者
へ
、ノ
リ

"

•
ヂ
f

,
チ
は=

K

れ

を

以

つ

て

，
十

"
典

的

，
經

濟

擧
 

に
よ
つ
て
誤
[)
/
.な
<

表
明
せ
ら
れ
た.唯
—
.
_の
も
.
.の
で
あ
り
.ハ
幾
何
學
的
公
理
の
自
明
蚀
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
做
し
て
、
细
训
限
に 

之

れ

案

認

し

、
進
ん
で
、
經
濟l

e

社
會
化
'を
主
張
し
’

馨

に

よ

つw

地
代
を
當
し
、
土
地
益
値
に
對
すf

の
、
外
、 

嗯
べ
て
の
課
税
を
饑
止•せ
ん
.こ
と
を
提
唱
し
セ
。(

'

『

三
盱
學
會
雜
|
|

』

第
二
十
八
卷
第
八
號
所
載
拙
稿

『

デ
"

1
デ
*
ァ
丨
>

?
ガ
.ィ 

ガ
1
著
へ
'リ
リ
ィ
•
デ
"
1
デ

の

慕』

參
照〕

。

而
し
て
、
彼
れ
は
、

地
代
法

P

が
霞
及
び
利
子
の
法
則
の
義
た
る
可
き
も 

の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
仁
。

チ3

デ
に
よ
つ
て
表
明f
ら
れ
た
分
配
^
則
の
統
一
に
.よ
っ
て
示
唆
'せ
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た 

も
の
に
ジ
3
ン
•
ベ
；
丨
グ
’
•
ク
ラ
I

ク
の
限
界
坐
產
カ
說
の
あ
る
こ
と
は
、
吾
人
が
他
の
機
會
に
於
い
て
述
べ
た
る
が
如
く
で
あ
る
。 

(

同
認
第
ー
一
十
六
卷
第
十
猇
所
黯
稿

『

賃
銀
學
說
史
上
01
收

益

說

』

五
一
一
七
1

-1
1
:三
六
頁
參
照)

。
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「

吾
人
は
土
地
を
し
て
井
同
財
靡
れ
ら
し
め
ざ
る
可
か
ら
ず

」

と
一K

ふ
解
決
に
到
達
す
る.も
の
で
仗
あ
つ
た
が
、
-而
も

''彼
れ
は
決
し
て
土
地
國
有
論
智
で
は
な
か
つ
た
。然
る
に
、

限
麂
效
用
霞
の
先
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ル
マ
.ン•
ハ
ィ
ン
リ
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ゴ
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に
於
い
て
、
土
地
國
有
の
思
瓶
に
襲
し
た
。
此
の
快
樂
主
義
考
に
取
つ
て
は
、
各
雙
が
節
人
？
享
樂
の
逍
求

池
.代
恕
，想
.典
槪

舰
-

四
七

(

三
四1

〕

i補  

1 ^ 1 .

_  f   ̂ ) パ

I :

1 ; { | ；

; 翁

ン &

t f  * 
n

I iii

I：/ 1 1

卜 ' H  

L  M;
卜 V:せ

r ' M

t； 3 i
1 ；, w n

1 

> 

、

之

/
 

' 

i 

\

 

f 

,

「

*•
< 

1 

/

S

V

A

. 

, 

l 

•，
ノ

,

i 

X ク 

t .

各
、
、

,

r
, 

一

■>
/
，
パ 

t 

• 

f 
し
/ 

、
へ

、
し
^

:
 . 

? 

:
\
i
L
_
_
_
p
i

,
:

ノ

了 

,

x

:

I

;
i

:

: ,

.

…

い…

ノ
':
ド 

こ

，
：

；

7
 

A 

,

'

w
 ' 

\

j：'

，し、



.

.

.

.地
-代
.
-風
想
史
：.概
觀
-

,

:

:
て

.
：

；

：
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- 

* 

:
四

八
.
ノ
0

3

5

に
於
い
て
自
已
の
^

^

^
成̂
す
る
、' 〕

と
の
な
か
つ
た
全
社
會
0
幸
福
に
貢
献
す
る
こ
，と
が
眞
で
あ
る
な
ら
ば
、
‘
ら
ぽ
る
人
次
JI
ら 

く
其
の
利
翁
の
逍
求
に
於
い
で
最
大
可
能
な
る
自
H1
を
興
へ
.ら
4
可
き
こ
，と
が
明
か
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
彼
れ
'
i
、
之
％
こ
關
し

4 

.

.

.

.

. 

, .

.: - 

:
.
.
.
.
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.
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.

.
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.
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♦

K

ニ
大
隙
赉
が
存
し
て
ゐ
る
こ
と
を
認
め
-る
。
其
の
第1

は
資
本
の
俯
乏
で
あり
、
第
二
は
土
地
私
衔
權の
存
往
で
あ
る
。
て

セ

、ン 

は
前
#
を
以
つ
て
國
家
が
、其
の
權
威
の
下
に
貸
付
金
庫

(
D
a
r
l
e
h
i
k
l
e
)

を
開
課
す
ん
に
山
つ
て
除
去
せ
ら
れ
得
る
も

の

で

あ 

り
、(

I
b
i
d
l
N
I

 A
d
s
g
a
b
e
,

 

1889, s. 2
3
9
.
2
4
9
0
、

又
'、
後
^
、
即
ち
、
人
が
自
ら
判
斷
に
從つ
X
其
の
生
私
の
經
舜に
仅
つ
て 

最
も
^
利
な
る
%
所
を
金
地
球
[5
1
に
於
い
て
搜
し
出
す
こ
と
を
得
ざ
ら
し
め
る
所
の
も
の
に
^
し
て
は
、
總
べ
て
の
七
^

^

有
#:
,
>
恩 

體
に
勉
せ
し
め
ら
れ
、
肺
し
て
、
是
れ
'ょ
り
し
て
、
其
0
务
截
片
が
興
れ
か
％
最
髙
地
代
を
支
拂
ふ
の
傾
向
あ
り
と
看
ら
る
、
教
に
對 

し
て
组
康
の
^
め
に
交
付
せ
ら
る
、
に
ょ
つ
て
除
去
せ
ら
る
、
も
の
と
親
た
の
.で
あ
る
。(Ibidem, 

S..250，)
。

,

葡
し
て
又
、
數
迦
的
均
衡
现
論
を
中
心
と
す
/る
ロ

ー

ザ

ン
ヌ
學
派
の
淑
流
レ
ォ

ン

®

ヮ
ル
ラ
ス
は
典
の
父
ァ
ン

ト

ァ
ン
ヌ
*

ォ
I

f

ュ
, 

ス
.ト
'•

ソ
ル
ラ
ス
が
*—
•
千
八
西
四
十
九
^

の
藉 

T
M
O
r
i

JCO
d
e la richesse

CQociale 

; 

6
^

r6sum6 d
e
s

•«
ユ 
ya
^
oifondamentauM 

d
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^

1

0

1
 politique

♦
•小
に
表
朋
せ
る
意
見
ぉ
繼
承
し
て
、(

千
八
再
八
十
年
ヴ
ォS

然
科
學
協
會(

S
8
i

耙

v
l
o
i
s
e

 des 

3

&
这
6『

1
1
|
|
6
3

)

に
窬
せ
セ
報
吿
中
に
於
ぃ
て
生
地
國
宿
論
を
展
開
せ
し
め
た
0
彼
.れ

.0
提
案
は
其
の
一
千
八
莨
六
十
.七
卬
^
講
激 

L
a

 

T,h€orie g
f
r
a
l
e

泛

5rSo

o*i6t6,

中
に
表
明
せ
ら
办
た
社
會
哲
學
に
掛
礎
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
0

此
の
學
_

は

、

.人

間

は

斷 

じ

.:
7
:社
會
の
.外
に
於
い
て
は
存
在
す
る
>
>と
が
'&
い
1

_
ふ

命

題

：を

以

つ

：
て

.«
發
し
、
11

つ
の
同
位
的
I

會
的
截
型
と
し
て
個
人
及
び
- 

金
^

^
し
_べ
'は
國
家
を
認
.め
.る
0

而
し
.て
、

國

家

と

個

人

と

の

間

に

は

，何

等

眞

の

脚

立

も

存

す

る

-こ
.と
な
く
、

j

は
恰
も
也
の
補
充
物 

‘で
あ
-^
と
会
_ふ

，の

.
が

彼

れ

の

歎

舞

で

あ

る

-0

國
^̂
^

る
に
存
す
る
。
僩
人
の
上
に
は
其
め
技
倆
、
.其
の
勞
働
及
び
其
^
1
-抱

に

出

.つ

て

秕

會

に

於

け

る

其
の
®

人
的
地
&

を
決
定
す
、る
の
義

- r .. J. へ 、 - -へ
ノ ノ  1

B

が
委

ね

ら

れ

る

。

而

も

、
'
M疋
れ
等

の
兩
者
、
即

ち

個
人
.及
び
國
家
が
等

し

く

共
の
夫
々
の
任
務
を
有
效
に
遂
行
す
可
き
で

あ

る

な

ら

、
 

ば
*
赴
れ
等
Q

i
0'
は
®
の
分
配
に
參
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。一

般
的
社
會
進
步
か
ら
生
じ
た
收
入
、
即
ち
土
地G

地
代
は
讓
に 

餛
す

可
き
で

あ

り

-

又

、

人
間
の
諸
能
力
及
び
楚
れ
等
の
も
の
か
ら
坐
す
る
總
べ
て
は
個
人
に
屬
す
可
き
で

あ

る

。
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d
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o
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D
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r
t
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>

^
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.
ccf
«>
g
g
©3
8
M*
a
-r
.
loc
)
9
g

r

e

e

l

g

p

)

0 

、

皮
の
*f

ゥ
ィ
ン
と
等
し
く
マ
ル
サ
'ス
の『

人
ロ
論』

に
示
唆
せ
ら
れ
て
自
然
淘
汰
の
现
論
に
到
逑
し
た
英
國
の
博
物
學
教
ア
ル)

 

レ

リ

ド

•
ラ
リ

セ
ルi

ゥ
*
レ

、
ス

は

、ロ

バ|
ト

•

オ
1

工

ン
の
感
化
を
受
け
、
又
、
ジ
コ
ン
•
ス
チ
ユ
ァ
1

、ト
•

ミ
ル
と
^

交
涉
を
有 

し
、
5 1

ら
に
へ
ン
リ
ィ

•
デ
ョ

W
チ
の
影
響
に
山
つ
，て
其
の
一
千
八
瓦
八
十
一
一
年
の
著p

u
d

 

‘Nationalisation : 

its 

Kecessity 

a
udits 

A
i
m
s
.

中
に
於
い
て
、
社
會
か
ら
偸
ま
れ
た
土
地
が
社
龠
に
ょ
つ
て
闼
復
せ
ら
れ
る
こ
と
は
一
般
的
繁
榮
に
復
歸
す
る
不
可 

決
の
條
件
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
0
1然
し
な
が
ら
、
彼
れ
の
提
案
は
極
め
、て
軍
純
な
る
性
質
め
も
の
で
あ
つ
て
何
等
精
緻
极
雜
な
る 

經
濟
壤
的
分
析
に
恶
礎
を
街
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
仁
。
米
國
經
濟
學
者
ィ
リ
ィ
、

(

a
ft
flT

l
d
o
r
e

 

E
l
y
)

は
鼢
產
資
本
か
ら
の
.
 

「

不
勞
J
-ii
つ
特
に
急
速
な
る
.
潤
が
事
實
土
地
財

蓮

ょ

り

す
る
も

の

ょ

り

も

火

な

る

の

常

で

办

る

こ

と

を

指

摘

し

て

ゐ

る

。(
L
a
p
d
、

マ
ル
ク
ス
"の
發
劲
價
値
說
女
排
斥
し
、
，ジ

t
ゥ
ォ
ン
ズ
-
マ
ー
シ
ャ
ル
^
び
塊
太
利
學
派
の
現
代
的
惯
値
學
說
の
魅
力
を
意
^
せ
る 

英
_
の
進
化
的
、
漸
迤
主
_
的
社
會
主
義
漭
固
體
フ
ニ
ビ
'ァ
ン
協
會
の
人
々
*
殊
に
之
れ
に
對
し
て
新
れ
な
る
理
論
的
恶
礎
を
與
へ
ん 

と
す
る
の
け
カ
を
'行
ふ
こ
と
め
多
か
つ
^
シ
ド
ニ
ィ
♦
ウ
5
ブ

(Sidney W
e
b
b
)

は
リ
ヵ
1

ド
オ
の
地
代
法
則
に
於
い
て
^
の
^
濟 

理
論
の
戡
石
を
看
出
し
た
。
彼
れ
等
は
リ
ヵ
ー
ド
オ
の
地
代
理
論
を
®
開
甘
し
め
て
、
楚
れ
を
以
つ
て
唯
り
土
地
に
對
し
て
の
み
な
ら 

す
、
資
本
に
對
-し
、

又
個
人
的
能
カ
に
對
し
'て
も
適
用
せ
ら
れ
得
る
も
の
と
做
し
た
.。
.總
べ
て
の
資
本
物
件
は
.沿
も
相
興
れ
る
土
地
と 

'
地

’代
思
，想
.典
槪
钡 

,

ぃ
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四
，九

、

a

i

s
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K?'

11

-2
 
'
 

'

E

B

S

§

i

i

s



:;f 

H 逢

^
J
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4
智
肩
、

連
 
V
L
’r
^
^
-
w

al
'
r
r
rs
t
V
I

き

“

'

g
;
®
-

海

書

i

n-
:
/
'*:
香

.

i

n

m

地

代

思

想

见

0
r
0

五
o . 

C

三
四
四〕

,
:等
.し

,-
<
;槌
^

な
る
品
質
ゼ
表
示
し
、，
從
ヴ
て
又
，、
共
の
生
產
す
，る
物
贤
財
の
數
量
を
齋
に
す
る
。
限
界
的
資
本
を
以
つ
て
勞
働
す
る
被 

.

.
:傭
者
は
»1
は
、其
の
貨
銀
に
相
當
す
る
も
の
を
银
產
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
資
本
主
は
遺
節
最
小
限
以
上
に
川
で
た
、一
切
の
も

.の
を
自
，已
の 

供
給
せ
る
；資
本
の
優
越
な
る
產
出
高
に
對
す
.'る
對
愤
と
し
て
要
求
す
る
こ
と
が
出
來
る

o

從
っ
て
利
子
は
較
盖
的
收
入
で
ぁ
る
。
而
し 

(

.

.て
、
©

^
に
資
本
及
び
勞
働
の
最
小
限
を
以
つ
て
す
る
の
.み
な
ら
す
、
、

識
及
び
聰
ガ
：の
最̂
眼

を
^-
つ

士

努

阼

す

る

實

と

比

夜

し

で 

優
越
な
る
娜
カ
を
有
す
る
者
は.
何
本
^
顧
剩
を
生
齑
じ
て
之
れ
を
自̂
«*
持
ナ
る
.ご
^

が
普
通
^

が
5:
:0

.道
般
0

餘
剩
は
較
差
的
赁-
 

子
の
性
質
を
有
す
る
も
の̂

ぁ
つ
1:
;^
そ
は
伽
'1
>
'て
：.資
_
家
及
び
資
本
象̂ 

る
。
彼
れ
等 

%

大
^

^
所
;̂
樣

泰

.̂
-
:
^̂:
^
的
諸
獨
；占
'0
所

奪

介
-(
>
生
^
0
.

:^
ぁ
冬
實
^

で
あ
6,
と
.考
：へ
、.
而
し
て
，
是
れ
等
の
賃
子
ネ
芷
し
く 

獨
占
教
に
榀
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て̂
全
^

^

て̂
办
社
會
^
扉
^

的
所
有
に
山
る
獨
ti
i
所
得
社
#
化

の

問

題

と

し

て

：表

示

.セ

ら

れ
る

。
へ
ハa
。
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土
地
の
赁
子
に
類
似
す
る
他
の
較
#

的
收
入
の
存
す
る
こ
と
が
；
く
か
ら
離
#

.
の
往
意
を
_

い
^

君

っ

た

こ

と

は

旣
^'
-
の

如

ぐ

で

ぁ

< 

.
.
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.
 

»

る
。

米

國

に

於

い

：て

'は

夙

に±'
_

を

以

：っ̂
資

本
.と

做

す

の

說

：が

行

は

れ

て

ゐ

捋

：
：

.
ダ
ー
マ̂
ル
；

レ
-̂
1
^̂

の
區
別
を
以
っ
て
名
の
み
0

6'の
ャ
ぁ
る
と
看
做
し
た
0〈

彼
れ
林
土
»
4
資
本
女
を
同
-

«
し
て
：
共
^

も
の
と
說
い
た
。.雨
者
は
同
一
の
法
則
、
、
即
ち
需'婴
供
給
の
其
1!
1
に
(|
)
っ
て
支
配
せ
ら
れ
る
。

ヘ̂
^
w!e

日en
t
s
/
o
f

 

F
l
i
c

-. 

E
c
o
n
o
m
y
^

 

1S23, 

c
b、

x
i
i
j
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デ
ョー

デ
*
ダ
ッ
ヵ
ァ(G

e
o
r
g
e

 

T
u
c
k
e
r
)

は
土
地
其
の
者
は
班
に
資
本
の
一
秫
と
し

T

看
做
さ
れ 

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
ぁ
り
、
而
し
て
そ
が
地
代
の
形
態
に
於
、い
て
生
ず
る
利
潤
は

®
格
の
h

に
比
例
的
結
见
を
有
す
可
き
も
の
で

i
?

あ
つ
て
、
資
本
の
普
通
利
溉
が
下
降
す
れ
ば
、
土
地
の
價
格
は
騰
貴
す
可
き
も
の
と
說
い
仁
。(

T
h
e
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o

f痼ages, 

Profits, 

I
'
f
t
,
: 

I
l
s
a
g
a
t
e
H
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1
00
3
7
, p. 

7
1
0
。

パ
.：而
し
X
ダ
.吾
ん
は
又 
> 
他
の
機
會
に
：.於
い
て
シ
.；ィ
〒
ィ
.オ
ア
.が

''
-
1赁
子」

及
び 

「
：

泡
然
轧
_

g

の
撖
_

著
じ
：鄭

張

：せ
.ぎ

: ^
を
■

f:
'
-
o,w
前
揭： (

S

濟
學
签
；

见
ら
.
t
又
、 

'菩
人
は
米
國
經
濟
學
者
..フ
9-
ン
/
シ
'.ス
._..,エ
.丨

.ゥ

.:*
r
-力■<—

の
利
湖
_地
代
說
印
%
'利
消
の
纖
差
：现
論
に
.
就
.い
て
.一：

言
し
た
。■_ (

3
l:n. 

舉
#

雜
i

r
第

三

十

六

■

一

 

號
所
戰
拙
稿
，

『

利
f

想
史
概
M』

一
一
九
®

。-
第
十
九
世
1

の
宋
&

い
て
地
代
概
念
の
墓
化
は 

溉
力
其
の
步

.を
進
め
た
。
而
し
て
、▲
%
代
の
、經
濟
理
論
家
中
に
は
最
H十

リ

ヵ

ー

ド

オ

の

如

く

地

代

を

以

つ

て

農

業

地

.の

特

殊

訊

怙

ょ

り 

银
じ
つ
\
あ
る
經
濟
的
異
態
と
觀
る
こ
と
な
く
、
楚
れ
を
以
つ
て
职
に
愤
俯
法
則
の
茁
規
的
作
用
の
诳
常
な
る
結
见
と
矜
做
す
^

が
多
、
 

く
な
0
仁
。
I

多
の
經
濟
珙
漭
は
特
殊
の
方
法
に
於
い
で
地
代
を
說
明
す
る
の
擧
を
拋
槳
し
た
。
彼
れ
等
は
能
ふ
可
く
ん
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所
#
の
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部
門
に
對
し
て
單
ン
な
も
說
明
职
理
を
看
出
さ
ん
と
見
カ
し
た
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の
緖
來
と
し
て
、
地
代
に
關
す
る
特
殊
理
論
は
自
勸
的
に
消
滅
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る
。
斯
く
の
如
き
傾
向
は
分
配
.の
全
過
程
を
愤
格
の
傅
成
か
ら
敗
接
に
#

^
す
‘る
體
系
に
於
い
て
特
に
願
著
な
る
も
の
が
あ
る
。
收
益 

遞
減
法
则
の
普
遍
化
は
地
代
概
念
の
节
遍
化
に
對
し
て
其
の
栽
礎
を
與
へ
た
。
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ヵ
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ョ
ン
•
ベ
L

ツ

•
ク

ラ

ー

.
ク

は

無
賃
子
^
械

(
g
l
r
e
n
t
l 

i
r
s
t
r
u
l
n
t
s
)

を
擧
一
：小
す
る
に 

.

.>:

.-ン：

こ
；の

：ひ
.あ
.る
..o
.
-
H

tr
e
'
.
s
s
.
t
r
r
o
u
t
i
o
n
'
b
f
.

名e
a
k
h
’ 

A..Tfleory. 

o
f

 ..'wages' I
nterest ..and .pro^.ts，

1900,. 

.
p，.
9
6
.

)

0
.
リ
力

.....

广
-

.

-

.

.

1

. 

....

V 

'
 

、.ニ..--:..:.

 

- 

. 
-
•
.
.
.

 

、
.
,
，
•.
.
. 

•

丨
ド
ォ
の
說
く
が
如
き
地
代
胺
现
は
ー
般
原
理
で
あ
つ
て
-

特
'に
、土
地
に
の
み
適
用
せ
ら
る
可
き
で
は
な
い
と
#

へ
ら
れ
た
。
而 

も
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
•
マ
ー
シ
ャ
ル
が

斯
く
の
如
き
觀
點
か
^.
周
到
な
る

注
意
を
以
つ
r
其
の
研
究
を
進
め
、
逸
に
眞
の
レ
ン
ト
と
淮 

レ
ン
ト
の
間
に
蜇
要
な
る
相
違
の
存
す
る
こ
と
^
認
め
る
に
至
ヴ
た
こ
ど
ぱ
曾
つ
て
吾
人
の
言
及
せ
る
が
如
く
で
あ
る
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於
い
で
も
等
し
く
存
在
す
る
眞
レ
ン
ト

と
，
_
め
一
定
の
.動
摘
の
.後
に
道
般
の
均
鳅
が
#
び

達

成

せ

ら

れ

る

、迄

存

在

す

る

准

レ

ン

ト
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の
叫
に
區
別
を
設
け
、
是
れ
に
山
つ
て
幾
分
嚴
芷
紀
る
ロ
ー
ザ
V

ヌ
學
派
的
理
論
か
ら
分
離
し
た
。
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從
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ば
、
地
代
は
堪
j

励
®

經
濟
學
俏
現
象
で
あ
る
"

靜
態
的
經
濟
軋
衡
に
在
つ
て
は
-

生

迤

费

は

惯

袼

盈

部

に

及

，
ぶ

。
，
現

作

貯 

帮
は
多
少
の
困
雛
を
以
つ
て
•の
み
所
要
の
資
本
形
態
に
致
さ
れ
る
こ
と
が
出
來
る
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斯
ぐ
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に
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ふ

資
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獨
卜
M
を
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す
る
q

斯
く
の
如
き
は
土
地
に
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い
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餍
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著
な
る
も
の
が
あ
る
。
即
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貯
蓄
を
遺
般
の
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形
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に
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中
る
の
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强
烈
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爭
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通
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の
^
善
行
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得
る
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等
の
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理
的
レ
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ト
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す
る
こ
と
沪
な
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、
内
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的
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现

論

は

エ
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ッ

デ

ヮ

ー

ス

及

び

ピ

グ

ー

に

ょ

つ

.て
豇
ら
に
發
達
せ
し
奴
ら
れ
た
。
而
も
、"
マ
ー
シ
ャ
ル
と
同
時
代
の
人
ジ
- 

*エ
ス
•

二
コ
ル
ソ
ン
敎
授
は
這
般
の
心
理
學
的
概
念
に
反
對
し
、
其
.'0
鋒
先
を
>

!

ゾ
ャ
ル
に
向
け
た
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.他
み
學
者
は
叉
、
マ
I

シ
A

ル
の
消
费
者
餘
剩
理
論
が
眼
坭
理
論
•の
意
氣
と
相
容
れ
ざ
る
も
の
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.で
あ
る
こ
と
を
論
證
せ
ん
ふ
試
み
、
M
ら
に
、
他
の
蕃
は
其
の
全
理
論
を
以
つ
て
不
論
理
と
思
惟
し
た
。
贼
近
に
於
い
て
這
般
の
现
論 

は
怫
伏
の
經
濟
論
壇
を
脤
は
し
*
幾
多
の
獨
創
的
發
見
を
议
つ
て
之
れ
を
飾
る
に
至
'つ
た
。
而
も
、
他
方
に
於
い
て
、
ア
ド
ル
フ
•
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ン
ド
リ
ィ
^
o
f
^
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は.近
代
的
賃
子
概
念
.の
« .
-
張
並
び
に
特
殊
の
消
費
者
餘
剩
觀
念
を
1拒
否
し
、
.寧
ろ
之
れ
を 

の
.紙
統
的
意
義
.に
於
.い
.て
'

_
ち
她
代
と
し
て
解
析
せ
ん
こ
^'
を
欲
し
た
。
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菩
人
が
本
稿
の
最
初
に
述
べ
た
る
が
如
乂
、
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シ
：ト
な
、盖g

は
語
源
的
は
單

.に
土
地
の
み
な
ら
ず
、.：ぁ
ら
.ゆ
る
：嚴
源
ょ6
生
ず
る
.
 

所
够
义
は
收
入
を
意
味
す
る
も
の
で
ぁ
っ
た
フ
從
つ
て
ノ
學
說
上
之
れ
を
更
ち
に
特
跦
的

な̂
^
^
^

.に
陷
る
も
の
で
ぁ
つ
た
。
然
る
-.に
、
'土
地
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主

と

す

る

：
生

蔽
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動

的

資
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用
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主

と

ず

る^'
產

業

の

對
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に
於
け
る
土
地
と
資
本
の
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別
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峻
嚴
な
k
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め
>
:
:叉
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^ ;
主
フ
資
本
滚
及
び
勞
働
者1
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階
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の
對
立
せ
勞
働
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栽
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け
る
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產
三
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說
を
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固
な
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る
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,
繁
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も
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代
滌
濟
響
.は
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.ン
：
ド
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に

濃

げ

し
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た
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素
說
の
缺
陷
を
充
分
に
指
摘
し
、
而
し
て
、
土
地
が
他
の
.生
產
耍
素
に
對
し
て
乾
ず
る
勝
性
並
び
に
地
代
形
成
が
他
の
所
得
形
成
に
對

し
て
衔
す
る
相
違
を
_
り
去
ら
ん
と
す
る
'の
倾
向
を
示
し
、
 

覜
を
兒
す
る
*1
:
至
つ
た
の
で
ぁ
る
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